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 令和 7 年度  第 1 回  

伊達市地域自立支援協議会  議事録  
 

 

 

 

１ 日時  

  令和 7 年５月 29 日（木） 18:00～20:00 

2 場所  

だて地域生活支援センター 多目的室①～② 

3 出席者  計 18 名 

 ・委 員  14 名 

大垣会長、浅見副会長（進行）、奥出副会長、日下委員、有益委員、横川委員、佐藤委員、 

吉野委員、出口委員、阿部委員、山中委員、佐藤委員、宮本委員、田中委員、 

（欠席 4 名）後藤委員、船水委員、東山委員、紺野委員 

 ・オブザーバー 0 名 

山本氏：伊達市成年後見センター（欠席） 

 ・行政 1 名 

伊達市健康福祉部社会福祉課：石上課長（欠席）  

伊達市健康福祉部社会福祉課障がい者福祉係：近江係長 

 ・事務局 ３名 

  相談室あい：米谷、猪股、村上（記録） 

4 議題  

１. 令和 6 年度 伊達市地域自立支援協議会 実績報告 

２. 相談室あい 令和 6 年度事業報告並びに令和 7 年度事業計画 

３. 専門部会報告 

４. 伊達市地域生活支援拠点「運営会議」報告  

１）令和 6 年度 伊達市地域支援拠点「地域診断」について 

２）令和 6 年度 伊達市地域生活拠点事業実績報告 

３）伊達市地域生活支援拠点等に係る届出について 

４） 日中サービス支援型共同生活援助運営報告 

５. 伊達市からの報告 

避難行動要支援者（福祉避難所）について報告 

６. 特別支援学校卒後の進路予定について（R7.5.1 現在）     

７. その他 

 

５ 議事  

 ・開会挨拶：大垣会長より 

 ・全体進行：浅見副会長 記録：村上（事務局） 

 ・参加者自己紹介 
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◆議題 1 令和 6 年度 伊達市地域自立支援協議会 実績報告        

  ※資料 1-1～3 

                                 ～報告：米谷より            

◎主な報告内容 

伊達市障がい福祉の課題について 

・昨年度専門部会で、現在困っている事や地域課題の洗い出しを行い７つのカテゴリーに分けて整

理を行った（１自立支援協議会で検討可能な事、2 それぞれの部会で検討していく事、3 新たに

チームを組んで検討する事、4 伊達市だけでは解決ができない事、5 法人や知ぞれぞれの団体で

検討していく事、6 伊達市の課題として検討していく事、７その他）。 

今年度は抽出された課題を各部会等で検討していく予定。 

 

・相談支援部会は、在宅で暮らしている障がい者で一般避難所での生活が困難な方が福祉避難所を

利用できるようリスト化を行った。今後は日中活動先や関わりのある事業所に避難できるよう名

簿の振り分けを行い危機管理課に提出する予定。 

 

〈追記・意見等〉質疑応答なし。      

議題２ 相談室あい 令和 6 年度事業報告並びに令和 7 年度事業計画  

※2-1～2-3 2-4    

                              ～報告：米谷・村上より 

 ◎令和 6 年度事業報告 

成人 グラフ参照し説明。 

 ・令和 5 年度に比べると新規相談、基本相談も件数が減っている。（1 か月で１９件ほど減少） 

相談にあたった時間も１か月あたり２８時間程度減少。要因として職員１名の欠員も考えられる

が、令和 7 年２月に職員１名を採用したので令和 7 年度は少し回復すると予測している。 

 ・地域定着支援は令和 7 年３月末現在５０名。 

 【障害種別ごとの傾向】 

 ・身体障がい～相談件数は減少している。高齢化に伴い介護保険で補えない支援は地域定着支援で

フォローしている。 

 ・精神障がい～発達障がいを併せ持つ方や長期的な支援を継続している方が増えている。医療機関

からの相談が退院間近なケースが多く地域移行支援の利用は無かった。訪問看護の介入が安心安

定につながっている。 

 ・知的障がい～高齢化により認知症状が現れたり、自力で通院出来ない方が増えており、同行も増

えている。一般就労から福祉就労に移行する事により経済面で厳しくなったり、ご家族の死亡に

より諸々の処理や生活の組み立てが必要となっている。 

・発達障がい・愛着障がい～相談は増えている。支援スキルの必要性は高い。 

・その他～ファミリーサポートが必要なケースの増加。80/50、70/40 問題など高齢の分野との

連携や役割分担が必要。 

 

児童  

・児童発達支援、放課後等デイサービスを利用のために１８５名のサービス等利用計画を作成して

いる。令和 6 年度は３２名の方が新たに利用開始している。 

・放課後等デイサービスを利用していて室蘭養護学校を卒業した方は１名。市内の就労継続支援 B 

  型事業所の利用を開始。放課後等デイサービスを利用していて伊達高等養護学校卒業者は０名。 

  就学時に放課後等デイサービスの利用に繋がらなかったケースは殆ど放課後児童クラブの利用を

予定している。中学生で放課後等デイサービスを利用していて通信制の高校に入学するケースが

増えている。オンラインの授業などネット環境の充実が考えられる。放課後等デイサービスは慢

性的に満員の状態が続いている。室蘭養護学校に入学した児童は平日放課後児童クラブが使えな
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いために、月～金を放課後等デイサービスで埋める事は大変になっている。児童発達支援も年度

の途中の利用は新年度まで待機となるケースも出ている。 

 

〈追記・意見等〉  

 Q：児童の課題について今年度の動きはどうなっているのか？ 

 放デイの役割は療育だが預かりがメインになっていると思われている。保護者支援の療育として意

識して利用してほしい。放デイに通っているから家では療育しなくていい…YouTube 観ててくれ

たらいい…となると親子関係が崩れ、そのまま中学生になっている。親子関係概念の療育を考えて

ほしい。 

 → 発達支援部会の中でどんなお話を聞きたいか保護者のニーズを拾って研修会を開く予定。 

 

 ◎令和 7 年度事業計画                        ～報告：米谷より  

  特記事項の報告 

 ・大きく変わっている所はない。令和 7 年４月１日の支援対象実人数は５３５名。 

  自立生活援助事業は１名に減っている。令和 6 年 11 月に相談支援事業所ブリッジが立ち上がっ

ており、機能強化型共同体制を維持し月 2 回の連携会議を実施し、地域の相談支援体制の充実と

機能強化を図る。当事者支援は、ハッピーサークル、わかば会の支援を行っている。 

  

〈追記・意見等〉質疑応答なし。 

 

◆議題３ 専門部会報告     

   ※資料 3-1-１～3-5-1 

① 精神障がい者地域生活支援部会                  ～報告：佐藤委員より 

部会の構成員が今年度から変更になっている。現場・行政が中心となっている。 

地域住居一覧の更新を行う。伊達市内や近隣の不動産会社に対して意識調査を行っていく。 

令和 6 年度の開催状況は資料を参照。 

 

② 発達支援部会                           ～報告：有益委員より 

   各部署の近況報告 

   ほみぃくらぶ（洞爺湖町）で 7 月 1 日に就労継続支援Ｂ型事業所・多機能型の開設予定。 

  詳しい内容は未発表。 

令和 7 年度の活動計画として、内部研修として市内の小学校の支援級の見学を実施。外部研修

として保護者を中心に学習会を行う。 

障がい福祉の課題については「保護者支援」を中心に話し合う予定。保健師さんからの事例を

中心に話し合う予定。 

   令和 6 年度の開催状況は内部研修として伊達市内の療育施設の見学を行った。 

   障がい福祉の課題については7つのカテゴリー分けを行い保護者支援の難しさを抱えている部

署が多い事から優先的に話し合うことを確認した。 

 

③ 高齢障がい者支援部会                        ～報告：米谷より 

   ノーリフティングケアの研修、施設見学を伊達市が企画しているので共同で行う予定。 

認知症についての学習会を計画し、座学ではなく実際に支援しているスタッフのグループディ

スカッションを交えた研修を行う予定。 

障がい福祉の課題整理で社会資源の不足があるが、移動手段について困っている人と支援者を

繋ぐマッチングアプリをパナソニックが開発している情報を市が聞いているとのこと。 

在宅で身寄りが無い障がい者に対して、支援者にどこまで介入権限があるのか、役所や弁護士

等に情報をいただいて誰がどこまで何ができるか話し合っていく。 
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④ 働く人を支える部会                        ～報告：出口委員より   

工賃向上の取り組みについて話し合う。 

伊達市で働く福祉事業所職員のスキル向上の取り組み（特性を基礎から学ぶ）企業向けの障が

い特性を学ぶセミナーの開催。 

交通手段がない為に一般就労ができない課題について、実態やニーズの把握を行う。 

強度行動障がい者の居住の場についてはワーキングチームを作って協議する。 

就労選択支援について伊達市から説明。 

令和６年度は地域課題の洗い出しを行い 3 つの課題が挙げられた。令和 6 年 12 月に西胆振、

東胆振、日高、空知圏域合同企業セミナーを開催。行政報告と講演を行った。令和 7 年 3 月雇用

支援地域合同会議の開催。ハローワークが行政説明、(有)吉村工作所が実践報告を行った。 

 

⑤ 相談支援部会                            ～報告：猪股より 

   洞爺湖町の相談支援事業所いちばんぼしが継続して休止しているが、近隣の市町の相談支援事

業所が計画のフォローを行っている。 

避難行動要支援者について検討、在宅で一般避難所での避難が困難な方のリストを作成する等、

令和７年度も継続して検討。 

親亡き後の財産処理等行政サイドで制度や手立てがあるのかを確認中、高齢化に伴い今後の課

題となる為、継続した検討が必要。 

令和６年度の開催状況は資料を参照。 

 

〈追記・意見等〉 質疑応答なし。 

   

◆議題４ 伊達市地域生活支援拠点「運営会議」報告        ～報告：猪股より 

   ※資料 4-1～4-4 

 

１） 令和 6 年度 伊達市地域支援拠点事業「地域診断」について   

 年１回の評価、検証を令和３年度から行ってきたが、国が示している拠点マニュアル等を参照

に今年度から実施方法を札幌市等の実施方法を参照し変更予定。（資料 4-2）。また、自己評価を

行うためコアメンバーを伊達市、協議会三役、拠点Ｃｏ、相談室あいとしてまずは自己評価を行

う事とした。詳細は別紙１・２参照       

２）令和 6 年度 伊達市地域生活拠点事業実績報告               

令和６年度拠点構成事業所連携会議を開催している。令和８年度には地域移行の意向確認担当

者の配置が義務付けられ地域移行意向確認が必須となる為、令和８年度の法改正に向けて準備が

必要となる事を参加者に周知している。 

令和７年度中には入所施設利用者に対しての意向確認方法として地域の事業所見学、体験を行

なった上で意向確認を行えるよう地域の体制整備を行いたい。 

 

3）日中サービス支援型共同生活援助運営報告             ～報告：米谷より 

  ホームの状況（令和 7 年 5 月 12 日現在） 

   男性 9 名 女性 8 名 最高齢は 93 才 70 代が多い。17 名のうち 8 名が外部の日中活動を利

用している。歩行が不安定になっているが、車いすに座って過ごしてばかりでは身体機能が落ち

てしまうので、身体機能の維持を目指す事は大切。しかし、人手不足で思う様に活動できていな

い。10 月から特定技能の外国人雇用を予定し、だて地域生活支援センターでは 4 名が日中サー

ビス支援型ホームに配属予定。 

   短期入所受け入れは、女性が定期的に週末利用。男性は単発で利用されている。 
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〈追記・意見等〉  

・太陽の園・大滝学園・伊達リハ等の意思形成支援、意思決定支援はどのように進めていくのか。 

・親としてはすべてが不安。高齢化、災害時の対策、ＧＨが縮小しているなど。どんな風に対処

してもらえるのか。見学等の希望を出しているが、なかなか進まない。 

  → 見学については情報把握していないので確認する。 

 

◆議題 5 伊達市からの報告               ～伊達市：近江係長より 

 

 １）避難行動要支援者等（福祉避難所）について報告 

   伊達リハ、太陽の園、だてコスモス 21 と協定を結んでいる。 

今後、手をつなぐ育成会、だて地域生活支援センター、潮香園と協定を結ぶ予定が概ね決定し

ている。 

 

 ２）伊達市地域生活支援拠点事業 

   拠点構成事業所登録の変更があれば市へ提出等をお願いしたい。 

 

３）奨学金の返還を支援 

資料参照 申請は 6 月 2 日より開始 

 

  〈追記・意見等〉質疑応答なし。 

 

 ◆議題 6 特別支援学校卒後の進路予定について（令和 7 年 5 月現在） 

    

※資料 6-1～6-2 を参照  

                      ～報告：伊達高等養護学校、室蘭養護学校より 

① 伊達高等養護学校 

資料参照 

40 名程度の卒業生の中で半数は一般就労を希望。実家に帰す事が困難な場合ＧＨ等の利用

ができないと就職できない状況。また、移動手段が確保できないと就職できないケースも出て

くる。 

② 室蘭養護学校 

   資料参照 

 

〈追記・意見等〉質疑応答なし。 

 

◆議題 7 その他 

 

 なし 

 

 

閉 会 

 

                                       以 上 

 

 

次回 令和 7 年 8 月下旬予定 



令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 第 1 回
だ い  か い

 伊達市
だ て し

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

 
 

◆日 時 令和 7 年 5 月 29 日（木）18:00～        

   ◆場 所 だて地域生活支援センター 多目的ホール 

 

【議
ぎ

 題
だい

】 

 

１．令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

 伊達市
だ て し

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 実績
じっせき

報告
ほうこく

 

２．相談
そうだん

室
しつ

あい 令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

事業
じぎょう

報告
ほうこく

並び
なら

に令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

事業
じぎょう

計画
けいかく

 

３．専門
せんもん

部会
ぶ か い

報告
ほうこく

 

４．伊達市
だ て し

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

「運営
うんえい

会議
か い ぎ

」 報告
ほうこく

 

（１）令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

伊達市
だ て し

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

実績
じっせき

報告
ほうこく

 

（２）地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

地域
ち い き

診断
しんだん

方法
ほうほう

等
とう

について 

（３）日中
にっちゅう

サービス支援型
しえんがた

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

運営
うんえい

報告
ほうこく

 

5.伊達市
だ て し

からの報告
ほうこく

 

 

6.特別支援学校卒後
とくべつしえんがっこうそつご

の進路
し ん ろ

予定
よ て い

について及び
お よ

令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

卒業生
そつぎょうせい

の進路先
しんろさき

について

（R7.5.1現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

） 

 

7.その他
 た

 



№ 分　　野 所 属 団 体 ・ 機 関 等 氏　　名 出欠

1 福)陵雲厚生会 伊達リハビリセンター　施設長 浅見　圭一 出

2 福)伊達コスモス２１　理事長 大垣　勲男 出

3 福)タラプ 障害福祉サービス事業所 ibox 管理者 奥出　敦彦 出

4 福)ビバランド 大滝学園　施設長 　 後藤　認   欠

5 ＮＰＯ)伊達市手をつなぐ育成会　副会長 日下しず子 出

福)北海道社会福祉事業団 太陽の園　総合施設長　 船水　雅弘 欠

6 福)北海道社会福祉事業団 胆振西部児童デイサービスセンター　事業所長 有益眞由美 出

福)北海道社会福祉事業団 だて地域生活支援センター　所長 東山　浩史 欠

7 総合病院伊達赤十字病院 医療社会事業課長 横川　彰史 出

8 医療法人社団倭会 ミネルバ病院 相談援助科科長 佐藤　武大 出

9 北海道伊達高等養護学校 　校長 吉野　隆宏 出

10 北海道労働局　室蘭公共職業安定所 伊達分室主任 出口　稔和 出

11 伊達市校長会 大滝徳舜瞥学校 校長 阿部　隆之 出

12 伊達身体障がい者福祉協会 会長 山中　岩雄 出

13 伊達肢体不自由児者父母の会 佐藤　繁子 出

14 回復者クラブ　ハッピーサークル　会長 宮本　正輝 出

15 わかば会　会長 田中　勇弥 出

福)伊達市社会福祉協議会 常務理事 紺野　哲也 欠

オブザーバー 伊達市成年後見センター　 山本　奨 欠

伊達市健康福祉部社会福祉課 課長               石上　武史 欠

16 伊達市健康福祉部社会福祉課障がい者福祉 係長 近江　克規 出

17 相談室「あい」　室長（だて地域生活支援センター相談支援部長） 米谷　雅子 出

18 相談室「あい」 （地域生活支援拠点コーディネーター） 猪股　武 出

19 相談室「あい」 相談支援専門員 村上久美子 出

行　政

事　務　局

　令和7年度　第1回　伊達市地域自立支援協議会　出席者名簿　　（R7.5.29開催）

(順不同・敬称略）

障がい福祉
サービス
事業者

保険医療
関係者

教育・雇用
関係者

障がい関係
当事者団体



令和６年度 伊達市地域自立支援協議会 開催状況         資 料１-1

回数 開催日時
場　所
出席数

議　　　　　題

1
５月27日㈫

18:00～20:05

だて地域
生活支援
センター

２１名

１．令和5年度伊達市地域自立支援協議会実績報告
２．相談室あい令和5年度事業報告並びに令和6年度事業計画
３．専門部会報告
４．伊達市地域生活支援拠点「運営会議」 報告
　1）令和5年度 伊達市地域生活支援拠点「地域診断」について
　2）令和5年度 伊達市地域生活支援拠点事業実績
　3）伊達市地域生活支援拠点等に係る届出について
　4) 日中サービス支援型共同生活援助運営報告
５. 伊達市からの報告
　1）第７期伊達市障がい福祉計画について
６. 特別支援学校卒後の進路予定について（R6.5.1現在）
　　　　　～伊達高等養護学校、室蘭養護学校より
７. 対応困難及び緊急に支援を必要とする事例の実態調査報告
８. その他

2
８月29日㈭

18:00～19:15

だて地域
生活支援
センター

２２名

１. 伊達市の障がい福祉の課題について
  ・専門部会連絡会から報告（各部会長及び事務局より）
  ・協議会委員から（事務局より）
２．伊達市地域生活支援拠点「運営会議」報告
  1）伊達市地域生活支援拠点等構成事業所に係る届出について
  2）令和5年度地域診断の結果報告
  3）令和6年度伊達市地域生活支援拠点構成事業所等連携会議の開催について
  4）伊達市出身者の地域移行に関する意向確認について
  5）日中サービス支援型共同生活援助事業運営報告
３．伊達市からの報告
  1）第6期伊達市障がい福祉計画並びに第3期伊達市障がい者計画の令和5年度
    における実績報告。
  2）福祉避難所の避難訓練について
４.特別支援学校卒後の進路予定について（R6.8.1現在）
  1) 伊達高等養護学校
  2) 室蘭養護学校
５．その他

3
11月29日㈮

18:00～19:30

だて地域
生活支援
センター

１９名

１. 伊達市の障がい福祉の課題について（途中経過報告）
　・協議会課題検討PJより
　・専門部会より（専門部会・専門部会連絡会を兼ねる）
２. 伊達市地域生活支援拠点「運営会議」 報告
  1）伊達市外の入所施設利用者数について
  2）令和6年度伊達市地域生活支援拠点構成事業所等連絡会議の開催について
  3）日中サービス支援型共同生活援助事業運営報告
３.　伊達市からの報告
　1）福祉避難所連絡調整会議報告
４.特別支援学校卒後の進路予定（R6.11.1現在）
　～伊達高等養護学校、室蘭養護学校より
５. その他
　・厚生労働省の障がい者地域生活支援体制整備事業のオンライン研修案内
　・令和6年度版ガイドブックを12月1日メールで発送予定

4
3月6日㈭

18:00～19:15

だて地域
生活支援
センター

１７名

１. 伊達市の障がい福祉の課題まとめ及び専門部会報告について
  1）専門部会連絡会から
  2）伊達市における障がい福祉の課題カテゴリー整理一覧（R6年度版）
２. 伊達市地域生活支援拠点「運営会議」 報告
  1）伊達市外施設入所者地域移行意向確認の予定について
  2）令和6年度　伊達市地域生活支援拠点構成事業所等連携会議実施報告
  3）日中サービス支援型共同生活援助事業運営報告
３. 伊達市からの報告
　1）避難行動要支援者対策計画関係について
４. 特別支援学校卒後の進路予定について（R7.2.1現在）
　1）伊達高等養護学校
　2）室蘭養護学校
５.　その他



回 開催日

１.令和5年度伊達市地域自立支援協議会実績報告～報告内容について質疑等なし。
２.相談室あい令和5年度事業報告並びに令和6年度事業計画
 成人～相談件数は減少。支援対象者は増加し障がいが多様化している。
　　　 公的サービスでは対応しきれない相談が増えている。
 児童～放課後等デイサービスを利用していた方のほとんどが成人のサービスに移行。
         放デイ等、年度途中で待機になり令和６年度から利用開始した方も若干名いる。
・伊達市内の居宅介護事業所の不足。一定度ニーズがあるのに足りていない現状は、令和６年度
　の重点検討項目と言える。

　　→認定調査における点数が１０点以上の場合「強度」がつく。
３.専門部会報告～報告内容について質疑等なし。
４.伊達市地域生活支援拠点「運営会議」報告
・令和６年度から努力義務化された施設入所者の地域移行の意向確認
　　現状のグループホーム数では地域移行の希望者が一定数ある場合には受入れが厳しい状況。
　　自立支援協議会は方向を見失わない様に検討し体制を築かなければならない。
・日中サービス支援型GH～利用者の高齢化、慢性疾患等により入院するケースが増えている。
　　人員不足により夜間支援業務を行っている事業所職員の確保が非常に難しくなっている。
　　他事業所の生活介護利用していた6名が高齢化等により「らいと」の日中活動に移行。
　　短期入所は5月まで休止していたが、6月より再開。
５.伊達市からの報告
 第７期障がい福祉計画について
・伊達市援護実施65名の施設利用者に、今後各施設から地域移行の意向確認した結果を協議会
　で報告し、検討する必要がある。
６.特別支援学校卒後の進路予定　～報告内容についての質疑等なし。
７.その他　～なし   
１．専門部会報告　　
・今回は困っている事を抽出、第３回に向けた話し合いの中で精査する。
　平成29年と同様に7つのカテゴリーに分類し、第3回目の協議会までにワーキングチーム
　（協議会運営会議メンバー）で課題を整理し、第4回協議会内で委員から意見をいただき
　解決策を導く。
２．伊達市地域生活支援拠点「運営会議」報告　～報告内容について質疑等なし。
 1)令和5年度地域診断の結果報告　　
・行動障がいの受け入れ～例年の課題として残されたままで中々改善には至っていない。
　研修会の開催等は行うも、実際の強度行動障がい受入れには繋がらず専門的人材養成には
　なっていない。
 2)伊達市出身者の地域移行に関する意向確認について
・伊達市独自の取り組みとして、伊達市が援護市となっている方で伊達市外の施設に入所
　されている方（２３名）の意向確認を行う予定。伊達市内は拠点構成事業所の入所施設
　及び拠点コーディネーターと連携しニーズの把握を行いたい。
 3)日中サービス支援型GH報告
・介護施設に移行を希望している方がいる。一般ＧＨで生活されている方も高齢化が進み、
　日中サービス支援型と変わらない状況となってきている。
３．伊達市からの報告
 1)第６期伊達市障がい福祉計画並びに第３期伊達市障がい者計画の令和5年度における実績報告
 2)福祉避難所の避難訓練について
・令和6年７月４日に危機管理課主催で福祉避難所(伊達コスモス21)に於いて避難訓練実施。
   避難行動要支援者に焦点を当てた初の訓練で認識の共有や検証が行われた。
４.特別支援学校卒後の進路予定について
１）伊達高等養護学校
２）室蘭養護学校
・内定段階。GHが決まらないため児相や地元の役場と連携を取っているケースがある。
５．その他　情報提供
・ガイドブックについて訂正があれば９月１５日までに報告をいただきたい。

  ※赤字～確認されたこと
  ※青字～質問・意見等

資料１－２

主　な　内　容

第
２
回

8/29
㈭

 令和６年度 伊達市地域自立支援協議会 開催状況

5/27
㈫

第
１
回

・強度行動障がいについて質問。行動障がいとの違いは？



 

回 開催日

1．伊達市の障がい福祉の課題（途中経過報告）

  各部会報告

・働く人を支える部会　　12/16のセミナーはどなたが制度の説明をされるのか？

       →　ハローワーク室蘭の鈴木統括

2．伊達市地域生活支援拠点「運営会議」 報告 ～質疑応答・意見なし

1）伊達市外の入所施設利用者数について

2）令和6年度伊達市地域生活支援拠点構成事業所等連絡会議の開催について報告　

3）日中サービス支援型共同生活援助運営報告～質疑等なし

3．伊達市からの報告　

・福祉避難所連絡調整会議報告

　　11月28日危機管理課主催で開催。避難行動要支援者対策計画の概要、今年度の要支援

　対象62名と報告。段ボールベッドやテント来年度準備予定。対象の避難所の見学会を予定。

      強度行動障がいなど、一般避難所生活が難しいケースも要支援者として把握すべき。

　　現に通っている事業所に避難できる様に再編成すべきでは。

　　相談部会で、要支援者名簿外の福祉避難ニーズを拾いリスト化することになっている。

4.特別支援学校卒後の進路予定（Ｒ6.11.1現在の状況）

〇伊達高等養護学校～職場実習を経て３年生５名は内定いただいている。

　　2学年も2月に現場実習を行う予定。

〇室蘭養護学校～（欠席：資料のみ）

5.その他

・情報提供：厚生労働省の障がい者地域生活支援体制整備事業のオンライン研修

・令和6年度版ガイドブックを12月1日メールで発送予定。 

１．伊達市の障がい福祉の課題まとめ及び専門部会報告について

１）専門部会から

①精神障がい者地域生活支援部会～長期入院患者の地域移行が継続課題。

　抽出された課題～社会資源の不足、働き手の不足、人材不足、住宅問題、等

　　次年度、解決に向け具体的な検討（事例検討、社会資源の共有）を行う。

　　必要に応じ高齢部会等とコラボしていく。

②発達支援部会～児童発達支援事業、放課後等デイサービスとも待機がでる状況。

　３歳児健診後４割近い子供が要支援となっている。

　抽出された課題～支援事業所の受け入れについて、保護者支援について

　　グレーゾーンや発達の特性を誰が伝えていくべきなのか課題となっている。

③高齢障がい者支援部会～

　認知症学習会（11月実施）振り返り。

　グループホームの実態調査～年１回4/1付で継続。成年後見制度、介護保険の利用状況も

　　　調査項目に追加。

　抽出された課題～社会資源不足、高齢化による課題、人手・人材不足、人材育成、住宅問題

④働く人を支える部会～雇用支援地域合同会議　２月～３月上旬に開催予定。

　抽出された課題～人材育成、移動手段、雇用機会の創出、優先調達の更なる推進、

　　就労支援事業所の利用促進、使用者による障がい者への虐待

⑤相談支援部会～伊達市避難行動要支援者リスト対象範囲拡大に係る要望

・一般の避難所で過ごす事が難しい方が在宅障がい者にも一定数いる。昨年12月までに

　市内相談支援事業所利用者でご家族同居されている方をリストアップし、個別避難計画を

　作成済み。今後危機管理課に提出予定。

　抽出された課題～在宅利用者の休日の過ごし方。多様なニーズにこたえられるＧＨ。

地域移行を支える相談事業所の少なさ。

質疑応答

・今年の10月から始まる就労選択支援の情報はあるか？

第
４
回

3/6
㈭

 令和６年度 伊達市地域自立支援協議会　＜意見・課題編＞

 ※赤字～確認されたこと
 ※青字～質問・意見等

 主　な　内　容

資料１－３

第
３
回

11/29
㈮



　　→ 伊達市では指定を受ける事業所はまだない。今後就労支援部会で検討。

２）課題カテゴリー整理一覧（R6年度版）

【カテゴリー１】協議会で検討可能～人員・人材不足、当事者の参画、養護学校卒後の暮らし

　　と働く場等→運営会議メンバー及び部会長を核として具体的に検討していく。

【カテゴリー３】ワーキンググループを組んで検討可能～地域連携推進会議については５つの

　　運営法人と市と地域生活支援拠点Coで話し合ってみる。

【カテゴリー４】伊達市だけの問題ではないこと～拡大運営会議で話し合いが必要。

【カテゴリー５】事業体で検討～それぞれの事業所で具体的に検討。

【カテゴリー６】伊達市の問題として検討～運営会議メンバーも入り検討する。

【カテゴリー７】その他～運営会議メンバーも入り検討する。

・解決に向けての継続検討が必要。部会ごと遅くても10月目途に解決策・展望等を検討し、

 11月の全体会で進捗状況を報告する。

意見   【カテゴリー３】地域連携推進会議について

・地域連携推進会議の開催について、国で示しているガイドラインでは「全部のGHを訪問」

 と書かれているが、昨年の厚労省の方との話では数十カ所ものGH運営を想定していなかった

 とのこと。だてセンター独自の設置要綱の案を作成し、地域単位で年間数ヶ所の訪問をして

 会議をすることを振興局へ提案、了解された。実態に合った形での実施を試行的に行いたい。

（東山委員）

・権利侵害が起きていないか、本人の意向が反映されてGHを運営しているか、等を検討

 されるべき。GH、施設と伊達市（ワーキングチーム）で話し合うべき。 （大垣会長）

・伊達リハは地域連携推進会議をスタートさせた。委員の地域メンバーは伊達市の連合自治会

 協議会から選出してもらってはどうか。 （浅見副会長）

２．伊達市地域生活支援拠点「運営会議」 報告

1）運営会議報告

・１月29日、拠点構成事業所との連携会議を開催。令和６年度に努力義務化された施設入所

 者地域移行意向確認について重点的に報告。入所施設は令和８年度に地域移行確認担当者の

 配置が義務化される。令和７年度中にはマニュアルが配布される予定。令和８年度に向けて

 伊達市と連携して以降ニーズを把握したい。

意見   

・移行マニュアルは令和８年度中に各施設で制作していなければ減算となる。

　施設利用者への移行確認は令和８年を待たないで始めてよい。 （大垣会長）

2）日中サービス支援型共同生活援助運営報告～質疑等なし。

３．伊達市からの報告　～質疑等なし

・避難行動要支援者対策計画関係について　

　　強度行動障がい者や障がい児の受け入れ先の整理を事業者どうしで行い、目途が立ったら

　対象者のリストを危機管理課に提出する。

４.特別支援学校卒後の進路予定についての報告（R7.2.1の状況）

〇伊達高等養護・室蘭養護 ～質疑等なし

５.その他　なし

第
４
回
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資料２－１ 

Ⅰ．成人 

相談支援全般～資料２－３ 「令和６年度相談支援実績表」参照                          

＜相談件数・内訳など＞令和 5 年度との比較 

〇総件数 5 年度～4,946 件、6 年度～4,721 件⇒225 件減（１ヶ月約 19 件減） 

・新規相談 33 件減。相談者の割合・男女比は変わらず。 

・年齢別では、20 歳未満が 4％・70 代が３％増、20 代が 6％・40 代が 3％減。 

・障害種別は、精神・発達障がいが各 2％減、知的が 5％増。基本相談（件数）が 8％減。 

・支援内容の割合では、全般的には大きく変わりないが、計画相談が 1558 件増えている

が占める割合は変わらない。 

＜相談支援時間＞ 

・令和 5 年度～2993.2 時間／年（249 時間／月）  年 346 時間 減  

・令和 6 年度～2647.0 時間／年（221 時間／月）  月 28 時間 減 

★件数・時間の減は令和 5 年度からの職員 1 名欠員も要因か？ 

・支援対象者数は増減あるものの、支援に影響が出る数ではない。 

・支援時間の月 28 時間減は、相談員１人当たり年 5 時間程度。 

・基本相談(公的サービス利用の無い方)は 43～45 名と少ないが、サービスの谷間の支え

が必要な状況は変わらない印象。  

★地域定着支援は令和 7 年３月末現在 50 名で 1 年間で 7 名減。内訳は、新規利用 5、死

亡 2、転居 2 名の他、サービス利用の終了又は自ら支援を離れた方が 7 名。毎年の課題

ではあるが、支援内容や支援頻度により報酬単価が見合わないケースもいる。 

 

【障害種別ごとの傾向】 

＜身体障がい＞ 

相談件数としては 40 件減。ご本人からの直接の相談も少ない印象。高齢化に伴う家事支

援、通院支援、買い物同行等のニーズはあり、介護保険でカバーできない支援は地域定着

支援でフォロー。 

＜精神障がい＞ 

・相談件数は 60 件ほど数字上は減っているが、発達障がいを併せ持つ方等や長期的に支援

を継続している方等多様なケースが増えている。今後も医療機関等の専門的助言や情報共

有は欠かせない。 



・地域移行支援サービスを利用するタイミングが図りづらく、医療機関からの相談が退院間

近であったり、受け皿が既に決まった段階での相談が多いため、ダイレクトに計画作成に

至るケースが目立つ。令和 6 年度も地域移行支援の利用は無かった。 

・訪問看護が入る事により、医療面もさることながら生活支援のサポートも充実している事

により、単身生活の安心・安定につながっており、今後も連携・協働をお願いしたい。 

＜知的障がい＞ 

・引き続き、高齢化による生活スキルの低下や人間関係の不調和、特に認知症状への対応が

増えている。通院同行も多く、居宅介護事業所が充足していない事もあり十分な活用は出

来ていない。 

・高齢化や多様化により一般就労から福祉就労に移行する事で経済的に厳しくなるケース

や、家族（伴侶等）の死亡により死後の諸々の処理や障がいのある遺族の生活の組み立て

等に多くの時間が必要になっている。 

＜発達障がい、愛着障がい等＞ 

・数字としては明確に表れていないが、相談は毎年増えており、いわゆる支援困難なケース

が多い印象。発達障がいや愛着障がいに特化した専門的知識や支援スキルの必要性が高く、

医療機関や専門家との連携は元より、意識的な研修も必要。 

＜その他＞ 

・ファミリーサポートが必要なケースの増加。80/50、70/40 ケース、家族或いは家族み

んなに障がいがある等の相談に対し、高齢分野との連携や役割分担が必要であり、相互の

機能や役割について理解を深める事が求められる。 



Ⅱ 児童                       資料２－２ 

〈傾向と問題〉 

・児童発達支援、放課後等デイサービスを利用するため 185 名のサービス等利用計画

を作成している。令和 6 年度新規利用のための障害児支援利用計画作成は放課後等

デイサービス 5名、児童発達支援 27名、合計 32 名が新たに利用を開始している。 

・放課後等デイサービスを利用していて令和 7年 3月で室蘭養護学校高等部を卒業し

た方は 1名。市内の就労継続支援 B型事業所の利用を開始した。伊達高等養護学校

を卒業した方は 0 名。 

・児童発達支援を利用していて就学時に放課後等デイサービスに繋がらなかった人は 

12名。ほとんどが放課後児童クラブ（学童）の利用する予定。 

・中学生で放課後等デイサービスを利用していて、通信制の高校に入学するケースが

増えている。オンラインや ZOOM で授業を受ける等、ネット環境が充実したためと

思われる。 

・放課後等デイサービスは慢性的に満員の状態が続いている。各事業所は定員を見な

がら一回でも多く利用できるように工夫されているが、利用開始当初は定期利用が

できない事が多くなっている。児童発達支援においても年度途中の希望者は、新年

度からの利用まで待機になっている。 

・室蘭養護学校に入学した児童は平日放課後児童クラブ（学童）に通えない為、放課

後等デイサービスと短期入所（日中一時支援）を併用して対応しているが、月～金

まで放課後等デイサービスを埋める事は大変になっている。 

・幼稚園では発達に遅れがある子の対応に苦慮しているが、保育所等訪問事業の利用

が浸透し有意義に活用されている。 

・5歳児検診後の駆け込みで児童発達支援につながるケースは変わらず見られる。 

・児童発達支援の利用歴がなく小学校高学年や、中学校になってから放課後等デイサ

ービスに繋がるケースが数件あった。 

・室蘭市内の生活介護事業所で行っている医的ケア児も利用できる放課後等デイサー

ビスには 2 名の児童が利用している。 

・中学入学を機に不登校になっているケースが見られる。 

・小学校の統合によりなかなか馴染めず不登校につながっている。 

・いろいろな問題を抱える児童が増え放デイや小・中学校の先生との連携、情報共有

が多くなっている。 



 

〈課 題〉 

・重度の子供、医療的配慮が必要な子供の受け皿について 

・待機者の解消について 

・不登校児童の利用方法について 

・家族支援の対応について 

・ 



社会福祉法人　北海道社会福祉事業団

５　性別（延数）

項目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 合計比

１　相談支援時間 月平均 221 時間 単位：時間 1 男 180 231 223 234 215 212 200 189 229 181 211 255 2560 54%

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 2 女 171 218 225 185 195 166 195 162 143 165 162 172 2159 46%

211.1 244.76 283.46 246.53 192.53 179.55 220.53 191.89 259.87 151.71 241.66 223.45 3 不明・その他 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0%

351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4,721 100%

２　相談形態 月平均 393 件

項目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 合計比 ６　年齢別（延数）

1 電話・FAX・メール 97 130 125 152 149 92 119 95 92 128 102 85 1366 29% 項目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 合計比

2 来所 68 84 100 91 80 99 87 81 62 48 81 89 970 21% 1 20歳未満 56 70 84 86 62 70 56 64 68 54 58 90 818 17%

3 訪問 115 160 148 105 118 138 119 105 133 121 138 172 1572 33% 2 20代 29 43 28 28 46 47 65 46 23 12 29 37 433 9%

4 同行 35 40 40 31 42 35 48 50 61 32 36 44 494 10% 3 30代 30 54 54 35 27 23 30 34 28 30 46 36 427 9%

5 代行 20 34 29 27 19 10 15 17 21 15 16 30 253 5% 4 40代 45 40 40 32 22 31 28 22 43 26 40 50 419 9%

6 その他 16 2 6 13 2 4 7 3 3 2 1 7 66 1% 5 50代 70 103 97 93 121 88 88 96 92 79 91 80 1098 23%

351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4,721 100% 6 60代 79 82 81 78 55 55 65 48 64 63 54 69 793 17%

7 70歳以上 41 57 61 67 77 62 63 41 54 82 56 65 726 15%

３　新規・継続 月平均 新規： 5 件 継続： 389 件 8 匿名・不明 1 1 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 7 0%

項目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 合計比 351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4,721 100%

1 新規 10 9 7 1 2 4 9 1 2 6 5 3 59 1%

2 継続 341 441 441 418 408 374 386 350 370 340 369 424 4662 99% ７　主障がい種別（延数）

351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4,721 100% 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計比

　※利用登録とならない新規相談・新規認定調査の件数も含む 1 身体 21 23 38 11 18 24 19 20 26 25 22 17 264 6%

2 知的 202 278 241 239 237 224 226 206 198 177 204 229 2661 56%

４　相談者別 3 精神 51 73 64 69 71 69 75 50 68 61 74 86 811 17%

項目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 合計比 4 発達障がい 60 63 75 70 61 42 54 60 68 79 66 49 747 16%

1 本人 243 298 287 260 265 220 259 226 225 220 241 277 3021 64% 5 その他・不明 17 13 30 30 23 19 21 15 12 4 8 46 238 5%

2 家族 32 50 46 54 47 44 31 42 34 20 28 49 477 10% 351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4,721 100%

3 本人と家族 9 13 9 5 5 7 9 3 13 2 9 9 93 2% ※　主障がい種別（実人数） 月平均 154 人

4 関係者 61 76 94 87 80 104 88 70 95 97 88 88 1028 22% 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計比

5 関係機関 6 13 12 13 13 3 8 10 5 7 8 4 102 2% 1 身体 13 14 16 8 14 11 12 6 13 11 10 11 139 8%

351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4,721 100% 2 知的 63 85 78 85 72 91 67 69 89 74 79 81 933 51%

3 精神 38 36 32 37 32 32 35 28 33 28 37 33 401 22%

4 発達障がい 20 16 23 26 22 12 20 17 28 25 27 18 254 14%

5 その他・不明 7 9 9 13 13 11 9 9 8 3 6 21 118 6%

141 160 158 169 153 157 143 129 171 141 159 164 1,845 100%

 

合計

令和６年度 伊達市障がい者総合相談支援センター「あい」 資料２－３

市 委 託 ･ 計 画 ･ 地 域 ･ 自 立 生 活 援 助 相 談 支 援 実 績 表
（地域生活支援拠点事業を除く） 令和７年３月３１日現在

合 計

相談支援時間 2647.04

合計

合計

合計

合計

合計

合計電話・

FAX・

メール

29%

来所

21%

訪問

33%

同行

11%代行

5%

その他

1%

2.相談形態

本人

64%家族

10%

本人

と家

族

2%

関係

者

22%

関係

機関

7%

4.相談者別 20歳未

満

17%

20代

9%
30代

9%40代

9%50代

23%

60代

17%

70歳以

上

16%

匿名・

不明

0%

６．年齢別

身体

6%

知的

56%
精神

17%
発達障がい…

その他・不明…

7．主障がい種別
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社会福祉法人　北海道社会福祉事業団

８　相談支援時間帯内訳 ９　地域別（延数）

種別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計比 種別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計比

1 基本相談 100 100 110 112 103 105 95 86 107 81 106 90 1195 64% 1 基本相談 72 115 105 90 74 72 63 59 72 42 92 71 927 20%

2 計画相談 41 60 48 57 50 52 48 43 64 60 53 74 650 35% 2 地域相談 187 212 224 219 239 174 220 194 170 188 161 172 2360 50%

3 自立生活援助 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24 1% 3 計画相談 83 116 110 101 91 125 103 87 119 105 112 171 1323 28%

合計 143 162 160 171 155 159 145 131 173 143 161 166 1869 100% 4 自立生活援助 9 7 9 9 6 7 9 11 11 11 9 13 111 2%

351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4721 100%

１０　相談内容

10　相談内容 ＜件数＞ 10　相談内容 ＜分数＞

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計比 項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 合計比

1 申請手続き等 1 8 11 19 6 1 8 15 5 3 12 36 125 3% 1 申請手続き等 7 258 132 476 128 20 454 351 135 74 363 305 2703 2%

2 年金・判定関連 1 0 8 1 1 0 0 1 1 0 6 2 21 0% 2 年金・判定関連 125 0 240 10 10 0 0 5 1 0 111 65 567 0%

3 健康、医療 28 35 35 46 50 42 55 41 39 41 28 32 472 10% 3 健康、医療 1052 755 1727 2061 2782 2157 2456 2320 1927 2180 1875 2425 23717 15%

4 保育・教育支援 3 8 4 2 9 5 5 7 2 2 3 2 52 1% 4 保育・教育支援 195 170 170 35 60 135 270 255 165 140 175 70 1840 1%

5 人間関係・家族支援 6 7 1 0 4 3 3 0 2 0 0 2 28 1% 5 人間関係・家族支援 625 114 25 0 93 200 35 0 83 0 0 18 1193 1%

6 金銭授受 62 63 65 56 51 48 56 44 42 45 34 35 601 13% 6 金銭授受 1205 889 697 758 784 522 1107 538 664 654 560 495 8873 6%

7 生活全般 27 28 27 27 24 25 27 31 31 25 37 30 339 7% 7 生活全般 1193 1192 1233 1284 1443 856 825 1116 1336 954 1979 1087 14498 9%

8 生活技術支援 34 36 36 24 21 15 21 33 22 8 7 10 267 6% 8 生活技術支援 2008 1293 1261 793 686 562 830 840 796 250 148 275 9742 6%

9 住宅関係 5 3 18 10 11 6 3 3 8 5 14 6 92 2% 9 住宅関係 76 25 364 369 127 98 70 115 155 97 335 203 2034 1%

10 障がい・症状への理解 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0% 10 障がい・症状への理解 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0%

11 不安解消、情緒安定 17 32 27 29 41 16 18 16 6 25 13 15 255 5% 11 不安解消、情緒安定 123 245 162 212 370 150 287 95 29 189 86 66 2014 1%

12 情報提供 0 0 1 1 0 0 2 0 1 0 1 0 6 0% 12 情報提供 0 0 60 3 0 0 140 0 15 0 120 0 338 0%

13 認定調査 7 2 6 9 15 9 7 4 13 10 18 10 110 2% 13 認定調査 470 170 415 455 728 425 368 210 710 443 865 526 5785 4%

14 ケア会議 2 6 4 0 4 0 2 4 1 0 5 4 32 1% 14 ケア会議 45 275 410 0 505 0 115 615 30 0 380 209 2584 2%

15 ケース会議 3 3 4 3 5 6 3 1 6 6 2 2 44 1% 15 ケース会議 300 220 285 240 228 375 163 135 645 460 115 185 3351 2%

16 情報共有・交換 14 19 22 22 21 23 23 20 18 22 15 8 227 5% 16 情報共有・交換 221 527 373 416 323 281 177 246 304 303 137 169 3477 2%

17 就労 3 6 1 0 5 9 13 7 4 4 1 3 56 1% 17 就労 60 192 45 0 32 218 193 514 200 92 4 27 1577 1%

18 福祉的就労 9 14 10 13 16 3 5 5 6 8 7 2 98 2% 18 福祉的就労 74 660 315 190 238 80 106 40 187 307 96 42 2335 1%

19 デイ、生活介護 3 1 6 2 3 0 0 2 0 2 3 0 22 0% 19 デイ、生活介護 53 15 7 7 7 0 0 2 0 6 7 0 104 0%

20 社会参加 1 0 0 1 12 3 2 0 4 8 2 11 44 1% 20 社会参加 60 0 0 50 570 7 4 0 130 397 40 400 1658 1%

21 本人活動、ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 32 52 45 36 14 29 24 25 36 7 40 38 378 8% 21 本人活動、ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 3282 5518 7330 5837 1140 2673 2545 2915 6322 980 4515 3640 46697 29%

22 居宅介護 2 3 3 7 3 2 4 4 3 13 4 5 53 1% 22 居宅介護 23 102 45 117 33 18 45 25 45 210 65 78 806 1%

23 居住系ｻｰﾋﾞｽ 1 2 1 4 1 0 0 0 2 0 1 0 12 0% 23 居住系ｻｰﾋﾞｽ 28 10 150 95 3 0 0 0 10 0 30 0 326 5%

24 介護保険関連 4 2 1 4 0 6 5 1 0 0 0 1 24 1% 24 介護保険関連 140 15 50 85 0 60 45 40 0 0 0 20 455 1%

25 権利擁護 0 0 2 0 1 0 1 0 0 1 6 0 11 0% 25 権利擁護 0 0 15 0 10 0 5 0 0 20 238 0 288 1%

26 計画相談 83 116 110 101 91 125 103 87 119 105 112 171 1323 28% 26 計画相談 1195 2012 1515 1310 1228 1925 1663 1172 1728 1295 2240 3100 20383 15%

27 その他 3 4 0 0 1 2 5 0 1 6 3 2 27 1% 27 その他 150 59 0 0 45 33 1350 0 10 80 42 20 2241 1%

351 450 448 419 410 378 395 351 372 346 374 427 4,721 100% 12710 14716 17026 14813 11573 10795 13253 11549 15627 9131 14526 13425 159,144 100%

合計

合計 合計

相談種別（実人数） 相談種別（件数）
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令和７年度 相談室あい事業計画               資料２－４ 

ア 運営方針 
（ア）伊達市に住む障がいのある人が地域で安心して生活できるよう、年齢・障がい種別を問わ 

ず総合的な相談支援を行い、特定の施設や事業所に偏らず、公平性や中立性の確保に努め、 

利用者本位の視点と意思決定を尊重した支援を行います。 

（イ）伊達市の地域生活支援の核となる「地域自立支援協議会」の充実を図り、地域におけ     

る障がい福祉の実情やニーズを把握することにより、その課題解決に努めます。 

（ウ）「地域生活支援拠点」システムが確実に機能するよう、伊達市内の拠点構成事業所・機関と 

の連携を深めると共に、３市１町で構成される西胆振地域生活支援拠点連絡協議会を中心に 

各拠点センターと協働することで、障がい児者が望む暮らしの実現に努めます。 

 （エ）入所施設や精神科病院、グループホーム等からの地域移行を促進し、移行後も安心して地域 

生活を継続できるよう、自立生活援助や地域定着支援等による支援を展開します。 

 （オ）相談支援の質の向上と相談ニーズに添った支援に必要な専門的知識や技術を身につけるため 

研鑽を深めると共に、スタッフ間や関係機関との連携強化を図ります。 

 
イ 主な業務内容 

(ア)基幹相談支援センターとしての機能の充実を図ります。 

今年度も 24時間 365日の支援体制を確保し、地域相談支援及び自立生活援助事業の促進によ 

り、利用者が安心して自立生活を送ることができるよう努めます。また、計画相談支援において 

は、市内３ヶ所の指定特定相談支援事業所との機能強化型協働体制を維持し、月２回以上の連携

会議を基本に、地域の相談支援体制の充実と機能強化を図ります。 

  ＊令和７年４月１日の支援対象実人数は５３５名。 

   内訳～委託相談のみ 42、計画相談 474（者 303・児 171）、地域移行支援 0名、 

            地域定着支援 48、自立生活援助 1、ピアサポート事業 23。 

 （イ）伊達市地域自立支援協議会の充実とネットワークの拡充に努めます。 

     今年度も全体会を年４回開催すると共に、５つの専門部会の在り方を検討する他、必要に応

じ有期限のワーキングチームを結成する等、昨年度改めて洗い直した「伊達市の障がい福祉の

課題」解決に向け、具体的な検討を進めます。 

（ウ）伊達市地域生活支援拠点センターとして、５つの機能（居住支援・地域支援機能、緊急時の

受け入れ対応、体験の場や機会の整備、人材育成と確保、地域の体制づくり）を更に実効性・

即応性のあるものにしていきます。また、障害者支援施設等の在り方や共同生活援助における

支援の質の確保に向けた取組や、地域移行を推進するための取組等に積極的に働きかけていき

ます。 

（エ）障がい当事者による相談支援活動の推進と充実に努めます。 

今年度も、精神障がい者回復者クラブ「ハッピーサークル」、知的障がい当事者の会「わか 

ば会」の活動や運営を支援します。また、インフォーマルな障がい者団体等とも連携し、障 

がいのある方々の居場所づくりや相談の場としての使命を果たします。 

（オ）広報、情報提供に努めます。 

「伊達市障がい福祉サービスガイドブック」の更新・改訂、広報紙「藍すまいる」の発行を 

継続し、ホームページを随時更新することで情報公開と啓蒙に努めます。 

(カ) スタッフの資質向上と人材育成に努めます。 

    資格取得や専門的知識を身につけるため研修等の企画や参加を促進します。研修や会議の開 

催に当たってはリモート開催も有効活用しながら効率的な運営を図ります。また、引き続きス 

タッフ間のチーム力の強化と次世代の人材育成に努めます。 



 資料 3-1-1   

伊達市地域自立支援協議会 

令和７年度 第１回 精神障がい者地域生活支援部会 議事録 

■日 時 令和７年４月２４日（木）14:0５～16:１５ 

■場 所 だて地域生活支援センター多目的ホール➁⓷ 

■出席者 14 名（順不同・敬称略） 

千葉 修平  ミネルバ病院 相談支援課 精神保健福祉士（進行） 

大村 美幸  ミネルバ病院 訪問看護部 主任 看護師 

佐藤 武大  こころのクリニック銀杏庵 

高橋 亜矢子 ibox 主任生活支援員 

丸山  唯  三恵病院 医療福祉課 精神保健福祉士 

堀  悦彰  室蘭市相談支援センターらん センター長 

丸井 尊寿  室蘭市相談支援センターらん ぴあサポーター 

横井さとの  伊達市健康福祉部社会福祉課障がい者福祉係 保健師 

豊島 幹子  室蘭保健所健康推進課健康支援係 保健師 

木村 日菜子 室蘭保健所健康推進課健康支援係 保健師 

大西 直貴  豊浦町総合保健福祉施設「やまびこ」保険福祉係 

大家 鉄生  洞爺湖町役場総務部健康福祉課福祉支援係 

猪股  武  相談室あい 地域生活支援拠点 Co（事務局） 

塚田  浄  相談室あい 相談支援員（事務局）（記録） 

 

◇欠席者（１名） 

大内 宏二 壮瞥町役場 住民福祉課 参事 

 

■議事内容 

１．部会長挨拶及び自己紹介並びに委員の変更等について 

  

〇千葉部会長挨拶 

〇部会員の変更について（事務局：猪股） 

 今年度より他部会との差別化等を図る為、相談支援事業所等を部会員から除名している。 

 また、精神障がい者の地域移行を積極的に行っているミネルバ病院訪問看護部を部会員とし

て新たに加える事になった。 

 

〇各参加者の自己紹介及び所属事業所の紹介 

 

 



 

2．令和７年度役割分担 

   

  〇事務局～相談室あい 

  〇記 録～第１回（相談室あい） 第２回（三恵病院） 第３回（i・bоx） 第４回（伊達市） 

 

３．地域住居一覧の更新について 

  ●市内不動産における精神障がい者の受け入れについての意識調査 

～しばらく更新出来ていなかった一覧について、新たに R7.4.21 現在分で、更新している。 

   ・一覧表の№４のフローラルハイムの家賃が変更になっている。以前は家賃が 25,000 円、

管理費 5,000 円で生活保護を利用している方も入居できたが、管理費込で 37,000 円に

上がっている。 

  〇今後の地域住居一覧の更新方法等について 

   ・住居一覧データを各自で管理し、精神部会開催時に情報共有を行う事で更新していく事に

した。 

   ・住居が比較的ある室蘭市の情報は一覧から除外して伊達市内の情報に絞って載せる。 

    室蘭市に地域移行したいという方がいれば、「室蘭市相談支援センターらん」に連絡し情報

提供をしてもらう。 

  〇精神障がいのある方の受け入れに対する意識調査について 

    【意見等】 

   ・ご両親が亡くなって兄がキーパーソンだったが、精神不安定となり仲たがいしてしまい保

証人が立てられない方がいた。伊達市で複数の不動産を持っていて、精神障がいに理解の

あるオーナーさんがおり保証人なしで入居できたケースが１件あった。（三恵病院） 

   ・相談する時点で断られるケースはほとんどなく、一番の難関は保証会社が通るかどうか。連

帯保証人をつけなくても借りることもできるが、伊達市の場合、保証会社の審査を通らな

いと借りることができない物件が多い。保証会社を契約する際の緊急時連絡先が付けられ

ないと不動産屋の理解があっても保証会社が通るかどうかで地域移行が出来ない事がある。

（i・bоx） 

   ・ケースバイケースで、以前仲介をしていたサンハイム犬塚さんは個人的に知っていたが、誰

かが聞いて確認すると温度差が出てくるので事業所名で確認をするよりは伊達市自立支援

協議会の名前で回答しやすい形で調査を依頼してはどうか。（銀杏庵） 

   ・収入が確認されるので、クローズで申し込んでも生活保護だったり障害年金ということで

オープンになってしまう。（三恵病院） 



   ・あまり借りられないというイメージはなく、保証会社が通るかどうかが重要でそこでつま

ずく方が非常に多い印象。不動産屋にもよるかもしれないが、保証会社一つ落ちたらもう

一つと複数かけてくれる不動産屋もあるので、個人的には個々の属性にすごく偏ってしま

う印象がある。（らん） 

  ・最近のケースで、不動産屋では通るが連帯保証人のところで難しい方がいた。必ず「病気は

ありますか」と聞かれるが、そういう方は正直に今までの経過を全て伝えるためそこで不

可となることが多い。本当の原因はわからないが、物件だけではなく身寄りがない方もい

るので、成年後見制度など今後の親亡き後どうするかということを後見人さんも含めて地

域で包括的にやっていき何かしら最終的に頼る所が必要と考えている。（ミネルバ病院訪看） 

   ・豊浦町は民間のアパートが少なく、そういった相談があった場合、福祉や包括で公営住宅を

担当する建設課管理係につないで対応してもらう流れにどうしてもなってしまう。その上

で身寄りがない方については福祉や包括で見守り体制を構築するしかない。今回は民間の

住宅についての話だが、豊浦町では町営住宅の話がメインになる。保証人がいなくてお断

りするケースは聞いたことがない。（豊浦町） 

・黄金などの地区では空いている公営住宅はあるが、その他の住宅は優先順位があるため空 

くのを順番で待っている方もいる。障がいのある方は大体優先順位が高いが、単身だと母子

や高齢夫婦の方が優先されている。（伊達市） 

   ・伊達市の課題で、市営住宅は沢山あるが入れないので民間に当たるしかない。民間になると

障がいがある等の問題がでてくる。加えて親の高齢化等の問題もある。そして家賃が高い

という問題に戻ってしまう。市の方にもこういう状況で困っているということを伝えるべ

きだと思う。市営住宅が空くのを待っている人が沢山いる。こういう課題は十数年ずっと

変わっていない。（銀杏庵） 

  【検討した結果】 

   現在の課題としては、「保証会社」と「緊急時の連絡先」ということが明確になったが、継続

検討として民間住宅に対しての調査依頼のサンプルを作ってみる。次回持ち寄って意見を出

し本当に調査をやるべきかについて判断する。 

行政サイドにも福祉分野で補えない部分についての制度の有無や公営住宅に入居できる基準

（駅前の人気の住宅でも単身ですぐに入居できた方もいることから）についての情報を次回

までに確認していただく。 

相談室あいでは、地域包括支援センター（高齢部会でどのような議論になっているか）に確認

する。 

 

 



 

４．精神部会実施予定等及び地域課題検討について 

  ～前年度抽出された課題に対して今年度どの課題に対して重点的に取り組むかについて検討 

 

●令和 6 年度精神部会実施報告について 

   資料のとおり報告（令和６年度 精神障がい者地域生活支援部会開催状況） 

 

●精神部会の予定等について 

   第２回精神部会 令和７年７月１７日（木） １４時００分～ 

   

●伊達市の障害福祉課題検討について 

   ～令和 6 年度に抽出した課題に対して具体的にどのように解決するかということを話し合っ

ていきたい。大きく 5 つのカテゴリーに分けた課題があるが、これらすべての解決案を検

討するのは難しいため、どれを重点的に話し合っていくのか皆さんの意見をお聞きしたい。 

    （千葉部会長） 

 

   ・前年度抽出した課題について整理し、今年度は解決に向けた検討をすることになっている。 

    協議会を 5 月に 1 回目、7～8 月に 2 回目、10～11 月に 3 回目を予定しているが、3 回

目の協議会までに各専門部会で検討されたことの解決方法もしくは解決に向けた検討を報

告することになっている。精神部会として何を重点的に地域課題として捉えて解決してい

くのか絞った方が良いだろうという話を前回の部会の際に事務局よりしている。 

    （事務局：猪股） 

 

   ・元々精神部会が創設された理由でもある住宅問題を掘り下げて検討していく、その途中経

過を報告してはどうか。（銀杏庵） 

 

   ・地域移行と絡めて３番と４番で検討してはどうか。精神障がいに特化して検討し、地域移行

した後の受け皿として住宅の問題も付随してくるのではないか。退院支援の形として相談

が入るだけではなく、私たちのプログラムとして長期入院の人たちと関わっているミネル

バ病院の方とも連携して、退院までは至っていないが、退院意欲が乏しいとか実際にそう

いう人たちと関わってどう変化したかという所は、いろいろ材料はあるのでお伝えできる

のではないかと思う。そこにピアサポーターの丸井さんが関わってどう感じているかにつ

いてもお伝えできるのではないかと考えている。退院意欲を高める活動についても知って



もらいたい。（らん） 

 

   ・地域移行という視点で一つ課題を上げるのは大事だと思うが、精神障がいのある方が皆入

院の経験があるかというとそうではなかったり、ずっと地域で暮らしている方もいると思

うので、大項目で地域移行を上げるよりかは地域移行を共通認識した中で住宅問題もやり

つつプラスしてできそうな所から何かできたら良いのではないか。（室蘭保健所） 

 

   ・３番と４番を重点的に検討することで良いと思う。包括的な部分で退院した方や退院して

くる方も大事だし社会資源が足りなかったり、人手不足と言われている中で各機関がうま

くやっていかなければならないという意味では連動や連携の部分を出していっても良いの

ではないか。 

    ３番だけではなく４番も各機関の連携強化をやっているということを全体会に上げても良

いのではないか。（ミネルバ病院訪看） 

 

   【検討した結果】 

    令和７年度の精神部会において、カテゴリーの３番「住宅問題」と４番「各関係機関の役

割」について、優先的に検討する。 

 

  〇令和６年度ミネルバ病院における入退院等の実績について（資料配布） 

   ・令和６年４月～令和７年３月までの入退院実績、受診・入院相談実績、受診相談元内訳、受

診相談内訳を載せている。非常に難しいのが、３歳くらいの子から９０代の方まで児童か

ら高齢者まであらゆる相談が来ている。特に児童については、今年の１月から田中医師が

常勤となり例年にはない数字となっている。これまでは夏が減ったり秋が減ったりとパタ

ーンがあったが、最近はまったく読めないくらい毎月バラつきがある。受診相談・入院相談

については、受診相談の方が多い。 

少なく見えるかもしれないが、入院相談については外部機関からの相談数が多い。受診元相

談については本人・家族等の当事者からの相談が外部機関よりも圧倒的に多くなっている。

受診相談については、認知症疾患医療センターもやっているため、認知症に特化した受診を

行っている。窓口になる医師が一人で対応しているが、伊達市の高齢化を考えるとこの数字

も上がっていくと思われる。 

    精神部会で活かせるデータとしては、まだ作成途中であるが、退院した方が単身なのか、年

齢階層がどうなっているのか、支援者がいるのかいないのか、いるとしたらどのような人

がサービスに入っているのかという所から課題が見えてくると思われる。そこを拾う作業



をこれから行っていく。 

    疾患の構造についても精神疾患、発達障がい、認知症の方なのかによってサービスや支援

の内容も変わってくると思われるため疾患についても拾っていく。 

    裏面は毎月の実績の細かい部分を載せている。新規の入院の方、再入院の方様々いるが、精

神疾患の方特有で３０回以上入院している方もいるが、新規の方が最近増えてきている。 

    どこから入院してきたのか紹介先も載せているが、退院先のデータもだしていけたらと思

う。退院してその後どうなっているのか、すぐ再入院となる方もいるのでそういう追跡も

出していきたい。 

皆さんからこういう数字も見てみたいという意見があればお伺いしたい。 

（銀杏庵：佐藤さん） 

   ・退院を阻害している要因が何なのか単純に知りたい。受け入れ先の資源不足なのか病院の

スタッフにまだ地域移行ということが根付いていないのかその辺も盛り込んでいただけれ

ば。（事務局：猪股） 

 

   ※三恵病院にも同じ内容で調査を依頼し次回の部会で出していただく。 

   

●事例検討について 

 【検討した結果】 

    今年度カテゴリーの３番・４番について重点的に検討していく中で、個別のケース等が各々

から出てくると思われる。事例検討をやりますというよりは３番・４番の課題の検討に注

力しますとした方が議論として進むと思われることから、部会にプラスする形での事例検

討は行わない。 

 

５．その他 

  〇ピアサポーターの活用について   

   ・ピアサポーターについては、銀杏庵で伊達市の長期入院の方を対象に行っている。ピアサポ

ーターを活用できる人を増やしていきたいという思いもあるし、本人主体、当事者を中心

に支援していこうという考え方を広めていきたい。（らん） 

   ・病院から退院する際に支援者から受けたいろいろな支援のことや現在進行中のプログラム、

ミネルバ病院での取り組みなどをお話しできるかなと考えている。 

（ピアサポーター 丸井さん） 



 資料 3-1-2   

令和 6 年度 精神障がい者地域生活支援部会 開催状況        

回 開催日時 場所・出席数 議    題 

１ R6.4.25( 木 )           

14:00 

～15:30 

だて地域生活支援セン

ター多目的ホール②③ 

出席 18 名・欠席 3 名 

１.情報交換 

２.自立支援協議会・専門部会の機能や役割等の再確認 

３.専門部会連絡会（4/22）報告 

４.令和５年度部会活動実績報告 

５.令和６年度部会運営（活動計画案）と役割分担 

６.その他 

２ R6.7.18( 木 )                        

14:00 

～16:00 

だて地域生活支援セン

ター多目的ホール全室 

出席 14 名・欠席 4 名 

１.伊達市（各地域）の障がい福祉の課題（困り事等）「に

ついて～地域課題の明確化と解決に向けての方策を検

討 

・提起された課題について口頭で補足説明 

２.その他 

３ R6.10.10(木)          

14:00 

～16:00 

だて地域生活支援セン

ター多目的ホール②③ 

出席 14 名・欠席 5 名 

１.伊達市（各地域）の障がい福祉の課題（困り事等）「に

ついて 

・前回提起された課題等について継続検討 

２.その他 

４ 

 

 

 

R7.1.30(木) 

14:00 

～16:00 

 

だて地域生活支援セン

ター多目的ホール②③ 

出席 14 名・欠席 6

名 

１.伊達市（各地域）の障がい福祉の課題（困り事等）「に

ついて 

２.長期入院患者実態調査報告 

３.来年度の部会活動について 

 

 

 

 



令和 6 年度 精神障がい者地域生活支援部会  ＜意見・課題編＞ 

回 開 催 日 主な内容や質問・意見        ※赤字～確認されたこと 

                    青字～質問・意見等 

１ R6.4.25(木) ○専門部会の機能や役割について再確認 

・大垣会長より市町の地域課題を明確にし、課題解決に向けて進んでいく事が目

的。情報交換や勉強会の為の部会では無く、すぐに解決できなくても、解決に

向けたヒントを出し合い検討して欲しい。と提言された 

〇専門部会連絡会について 

・協議会三役、市、各専門部会長、事務局が出席し部会報告等を行う場として今

年度から設立された事の報告。 

〇令和６年度部会運営（活動計画案）について 

・今年度は地域課題の洗い出しと解決に向けての話し合いに注力し、協議会への

意見具申を終えてから事例検討を行う事とした。 

・アンケート形式のものを事務局で配布し、第２回部会開催前までに各委員から

課題を挙げてもらう。 

２ R6.7.18(木) 〇提起された課題について検討 

・提起された課題をカテゴリ分けを行い、次回から解決に向けて検討を行う。 

＜人材不足・育成＞ 

・精神科長期入院患者を地域移行するうえで支援スキル不足が課題として挙げら

れる 

＜社会資源＞ 

・社会参加の場が少ない、地域活動支援センターが必要ではないか？→「かしわ

会」が閉所した際に精神部会でニーズ調査をした結果、居場所は必要だが地域

活動支援センターを設置するには至らなかったと報告がある。→日中の居場所

等は一程度必要性があると思われるので継続して検討していく。 

３ R6.10.10(木) 〇提起された課題について検討 

＜社会資源＞ 

・以前あった地域サロン（ポコアポコ）ではどのような事をしていたのか？→映

画会やカラオケ、ゲーム等自由に誰でも過ごせる環境となっていた。当初はイベ

ントも行っていたが、長くは続かず開所日等も毎日夜間も開けていた。固定メン

バーだけの利用が多くなり、色々な方の交流とはならなくなった。 

→視点を変えて地域の資源を精神障がい者が普通に利用できるようになれば選択

肢は増えるのではないか。新たに作るのではなく、あるものに入り込んでいける

ように考えてはどうかと意見がある。 

・サテライトの期限（３年）が切れた後、自立生活援助や居宅介護利用している

方が多いが精神的に寂しいという人が多い。期限なくサテライトを利用できれば

良いと思うが…. 

 



＜第４回目に向けて＞ 

・各部会で提言された課題を平成２９年度に行った「７つのカテゴリ」に分け、

市が主導で検討する事などに区分けし検討を行っていく事とした。 

 

４ 

 

R７.1.30(木)      

 

＜伊達市の障がい福祉課題解決に向けて＞ 

・部会で取り組めるものと、そうでないものを明確に分けて考える必要がある。 

・伊達近隣でもピアサポーターの活動をしってもらうような取組は出来ないか？ 

・今年度抽出された課題を中心とした事例検討を行ってはどうか？ 

＜長期入院患者実態調査報告＞ 

・環境が変わる事への拒否や退院のハードルの高さで取り残されていく人がいる

が要因は？→介護サービスは費用がかかる、生活保護で入れる施設は少ないなど

結果お金に余裕がないと生活が厳しいとなり、病院にいた方が色々と費用が安く

済む為長期入院になるといった構図がある。 

・退院阻害要因が「家族の拒否」となっているが退院先が在宅になっている矛盾

は？→ＳＷは在宅でと思っている可能性が高い、なぜ家族が反対しているのか丁

寧に聞き取っていく事が大事。 

＜来年度の部会活動にむけて＞ 

・今年度整理された課題について、解決に向けて具体的な検討を進めていく。 

・例年行ってきた活動を継続するか？新たな取り組みは？ 

ア） 事例検討→地域課題解決の為の事例検討や資源の共有とする（今年度整

理した課題の具体化） 

イ） 役割分担 

記録、部会長、事務局 

ウ） 地域住居一覧の活用 

リストの更新を確実に行い、元々部会内限定のリストなので、伊達市内

に絞る事とし更新日を入れる。 

 



資料 3-2-1  

伊達市地域自立支援協議会 

発達支援部会 

令和 7年度第 1回議事録 

 

1.近況報告（各部署より） 

【相談室あい】 

・サービス等利用計画作成児童数 185名 

・室蘭市の生活介護事業所ひまわりで医療的ケア児の放デイは引き続き利用されてい

る。 

・警察に通報されてしまったケースが２件あった。入所を検討しているがなかなか決ま

らない状態。 

・中学校で放デイを利用していた児童で、通信制の高校に進学したケースが増えている。

オンラインや ZOOMで授業を受けるなどネット環境が充実した事も考えられる。 

・放デイは慢性的に定員がいっぱい。新規での利用時は「スポット利用」で対応しなが

ら定期利用に繋いでいる。 

・新規の児童発達支援を利用する保護者はあいあい ROOM とまぁぶるキッズの２か所を

希望するケースが増えている。 

・年長児での駆け込み利用はまだ見られる。 

 

【日時】令和 7 年 5 月 9 日(金) 午前 10 時 00 分～11 時 45 分 

【場所】だて地域生活支援センター多目的ホール③ 

 

【出席】 

・あいあい ROOM 有益（司会） 

・伊達市社会福祉課 障がい者福祉係 花田保健師 

・伊達市子育て支援課 児童家庭係 沖野・佐藤・櫻井 

・伊達市健康推進課 地域保健係 永森保健師 

・伊達市教育部指導室 冨樫 

・ほみぃくらぶだて 加藤 

・相談室フロイデ 五十嵐（オブザーバー） 

・相談室あい 村上・佐々木（事務局） 

 

【欠席】  

・伊達市肢体不自由児者父母の会 佐藤 

・伊達市教育委員会生涯学習課社会教育係 石上 

・まぁぶる 小野 



【あいあい ROOM】 

・4名のスタッフ（3名が療育担当） 

・4月伊達市新規契約数 11名 伊達市利用児童数 29名 5月新規契約 1名予定 

3 月末に就学の為 24 名が退所したので若干の空きがある。問い合わせの連絡も来て

いる。 

・3 月～5 月にかけて年長児の保護者対象に特別支援教育について説明、就学までの流

れについて面談をしている。最近は「うちはこういう風に決めています」と就学先に

ついてすでに家族で話し合われている印象がある。 

 

【教育部指導室】 

・5～６月中に新就学・進級に向けて巡回訪問を開始。 

・支援が必要な児童の年度末の転出入が多かった。太陽の園ひまわり学園に年度末ぎりぎり

に入所が複数あった。受け入れ側の学校も色々大変だった。措置で入所の児童は障がいだ

けでなくアタッチメントに課題がある子供が増えている。 

・伊達開来高校の通級を担当していた先生が転勤になった。実質通級指導は行われない。 

・知的学級在籍 77名 情緒学級在籍 104名 病弱学級在籍 2名 肢体不自由学級在籍 1名 

 難聴学級在籍 2 名～合計 186 名 その他に通常学級に在籍しながら通級指導教室（言葉

の教室）の利用 71名 支援員配置 143名 経過観察 8名 

 

【健康推進課 地域保健係】 

・3歳児健診を実施 発達面で要支援となった子供は 40％。３歳児健診で療育を勧めたり、

すでに通っていたりと早めに療育に繋がっている印象がある。要支援については引き続

き高い数字を示しているので、今後も療育が必要な子どもは増えていくと思われる。 

・妊婦の要支援率も 25％。支援の内容としては、未婚、若年、経済不安、精神の既往があ

る、望まない妊娠など。支援の内容も多岐にわたっている。 

 

【子育て支援課 児童家庭係】 

・R7年度 民間公立保育所における加配保育士 39名 予算も上げている。 

・要保護児童対策地域協議会の開催が令和 7年度に入りすでに 2件。あと 2件控えている。

身体的虐待 2件、ネグレクト１件、昨年からの引き続き情報共有１件、児童だけの問題で

はなく、お母さんにも問題があり母支援が重要な課題。 

 

【ほみぃくらぶだて】 

・新年度新規利用 4名＋転入でこれから契約 1名 終了 2名 新規は週 1回～2回の利用か

ら始めている。 

・虐待案件（身体）あざを確認し「お母さんに叩かれた」と本人。伊達市に連絡し判断を仰

いだ。 

・養護学校（高等部）の男子児童が空き家に侵入し警察に通報されている。 

・7月 1日（就労継続支援 B型事業所・多機能型）の開設予定。拠点は洞爺湖町のほみぃく



らぶの事業所を利用予定。 

 

【社会福祉課 障がい者福祉係】 

・令和 6年度実績～利用者数、金額ともに増えている。利用のきっかけは保護者が自ら利用

したい、療育はどういうものなんですか？と言った問い合わせが増えている。保護者間の

情報が広がり療育への抵抗感が減っていて認識も高まっている。 

 

【相談室フロイデ】 

・4歳から高校生まで利用。25人の計画を担当している。（壮瞥町・洞爺湖町） 

新規利用 5名、終了 4名。 

・保護者から放デイを利用したいが、希望する放デイを選べたらいいのにと言われる。 

 

 

2.R6年度活動の振り返り、R7年度の活動計画（内部研修・外部研修） 

【R6年度の振り返り】 

・内部研修（児童発達支援・放デイ事業所の見学） 

・伊達市の障がい福祉の課題について検討 

 

【R7年度活動内容について】 

〇会議は最低 4回実施。 

〇内部研修について 

 ・小学校の支援級の見学 

 あいあい ROOMで行っている見学会に同行してはどうか。地域参観日を利用してはどうか。 

 ・室蘭養護学校の見学・伊達高等養護学校の見学 

地域見学会や学校祭を利用してはどうか。個別には見学可能。 

各学校にどのような形で見学させてもらえるか確認する。 

〇外部研修について 

 ・児童発達・放デイ利用保護者に向けて「どんな話を聞きたいか」アンケートを取る。 

  その後講師の依頼を考える。 

 

3.伊達市障がい福祉の課題について 

〇保護者支援 

・親がグレーゾーン 

話が伝わらない、適切なサービスに繋がらないなど様々な問題を抱えやすい。 

 

（永森さんより） 

保護者を理解してどのように支援を行うか部署内で話し合っている。ケースに合わせ

た話し方をしたり直接会って定期的に話している。保育所等の先生とも相談している。親

としてやってほしい事は伝えるが課題は下げて伝えている。 



解決策～困っているケース、困り感すらないケース（家庭では気づかない）の子どもの状

態、親の状態、背景など事例として出してみる。 

 

（永森さんより） 

乳児健診で療育の必要があるケースが増えている。（健診児の 40％） 

保育所、幼稚園の様子を見ながら確認。直接保護者と面談して確認。療育の話をしながら

動機付けをして見学に繋げる場合もある。子供とのかかわり方がわからない、発達がわか

らない保護者も増えている。子供は勝手に育つと思っている。自分の子供が生まれるまで

子供と関わった事が無い人もいる。 

 

解決策～発達について、関わり方について妊娠期から周知すべき。 

どのように周知するか今後検討。 

 

 

         

                                     以上 



資料3-2-2

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

回 開催日時
場　所

出席日数
議　　　　　題

1、	近況報告・各部署において最近の課題（困っている事など）

2、伊達市障がい福祉の課題について

　　カテゴリー別に分けた課題を解決に向けて話し合った。

	

参加者11名

令和７年

2月17日
5

1

令和6年

5月9日

10：00～

12：10

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

1、	自己紹介

2、	近況報告・各部署において最近の課題（困っている事など）

3、	R5.年度の振り返りと反省

　　　　　令和5年　５月11日　R4年度の振り返り・R5年度の活動について

　　　　　令和5年　７月31日　R5年度の活動計画について（内部研修・外部研修）

　　　　　令和5年　11月 2日（視察研修）室蘭市の放課後等デイサービス事業所の見学

　　　　　令和6年     2月 8日（外部研修）伊達高等養護学校の進路

　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　伊達開来高等学校における通級制度について

4、	今年度の活動計画（内部研修・外部研修など）

5、	伊達市障がい福祉の課題について

参加者13名

4

1、	近況報告・各部署において最近の課題（困っている事など）

2、	内部研修の感想

3、伊達市障がい福祉の課題について

　　カテゴリー別に分けた課題を7つの分類に分けた

	

参加者10名

2

令和6年

11月11日

10：00～

12：00

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

伊達市自立支援協議会　令和6年度「発達支援部」開催状況

令和6年

8月1日

10：00～

12：10

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

1、	近況報告・各部署において最近の課題（困っている事など）

2、	今年度の活動計画について

　　　内部研修（10月）～

3、　	伊達市障がい福祉の課題について

　　　課題の共有シートのカテゴリー分け

	

参加者8名

3

令和6年

10月15日

10月17日

伊達市内
1．内部研修　（施設見学・療育場面の見学）

・まぁぶるキッズ・あいあいROOM・まぁぶる・ほみぃくらぶだて



5
令和７年

2月17日

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

●近況報告・各部署において最近の課題（困っている事など）

相談室あい：4月からの放デイ利用に向けて意思確認をしている。定員いっぱいでこれから希望される肩は暫く定期利用は難しい

状態。

教育委員会：12月に令和７年度の伊達市特別支援推進委員会が行われた。在籍している児童について保護者との面談を行った

が、なかなか合意に至らないケースもあった。

健康推進課：３歳児健診がすべて終了。要支援率が4割近くあった。

●伊達市障がい福祉の課題について

カテゴリー別に分けた課題を解決に向けて話し合った。③保護者支援についての課題が多くあった。来年度深堀していく予定。

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者11名

2

令和6年

8月1日

10：00～

12：10

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

●情報交換（近況・困っている事など）

教育委員会：就学児童対象に支援が必要な児童はフェイスシートの提出をお願いしている。

あいあいROOM：年長になってから利用開始した家庭は、発達状況の確認や就学に関しての意向確認や面談が遅くなる。理解を

得るのに短時間では難しい。

相談室あい：あいあいROOMの定員がいっぱいな為、2歳児でまぁぶるキッズ利用希望者が来ている。放デイ利用児で放火騒ぎが

あり警察や児相が介入している。

●内部研修について

意見～市内の事業所を見学したい。

あいあいROOM、まぁぶるキッズ、まぁぶる、ほみぃくらぶの見学を実施予定。

●「伊達市における障がい福祉の課題について」

共有シートのカテゴリー分けを行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出席者8名

3

令和6年

10月15日

10月17日

伊達市内

●内部研修　（施設見学・療育場面の見学）

・まぁぶるキッズ・あいあいROOM・まぁぶる・ほみぃくらぶだて

感想：

幅広い年齢のお子さんがいて、年齢ごとの活動や年齢ごとの役割が果たせるような活動があった。

成長の過程にのっとった関わりをしているんだなと思った。放課後なのに子供たちは頑張っていた、

特色が色々あってアプローチの仕方が全然違って興味深かった。

個別の関わりで他の影響を受けにくい環境で支援を行い子供たちに伝わる部分は環境的に素晴らしいと思った。

4

令和6年

11月11日

10：00～

12：00

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

●近況報告・各部署において最近の課題（困っている事など）

教育委員会：10月に新就学児童の個別面談が行われた。

フロイデ：10月に相談室ブリッジが伊達市内に開設した。

●伊達市障がい福祉の課題について

カテゴリー別に分けた課題を7つの分類に分けた

①サービスの拡充②支援事業所の受け入れ③保護者支援④療育への理解⑤関係機関との連携

⑥利用できる資源の情報提供⑦不登校児童への支援

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者10名

伊達市自立支援協議会　令和6年度「発達支援部」開催状況

回 開催日時
場　所

出席日数

1

令和6年

5月9日

10：00～

12：10

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

●各部署の情報交換・自己紹介

あいあいROOM：補助金による運営が令和５年度で終了した。令和６年度は自主運営となり職員は２名減。

健康推進課　地域保健係：三歳児健診において49.4％が経過観察。５歳児相談においても、支援が必要な児童56.3％

子育て支援課　児童家庭係：民間公立保育所において加配保育士33名

●令和5年度の振り返り

１回目は自己紹介と近況報告、令和5年度の振り返り、令和6年度の計画について話し合った。2回目は近況報告と内部研修（室蘭

市の放課後等デイサービス事業所の見学）と外部研修（伊達開来高校の通級制度について・伊達高等養護学校の進路について）

を決めた。3回目は内部研修。4回目は外部研修。

●令和6年度の計画について

本部会は例年通り４回（５、８、11、２月の下旬）実施される予定なので、今年度の発達支援部会も４回実施する。

・内部向けの学習会について意見交換

意見～・学校での児童の様子を見たい。特別支援教育セミナーにみんなで参加しては？市内の放デイを見学したい。

第2回の発達支援部会までにどんな研修が良いか考えてくる。

●相談室あいより報告

・昨年内部研修で見学同行した児童が令和６年6月より、室蘭市の医療的ケア児対象の放デイの利用を開始できた。

・虐待案件により室蘭市より伊達市の祖父母宅に転入児童あり。放デイ利用開始した。

・伊達西小学校より対応困難事例の相談があり、北海道障がい者支援センター片山氏に繋いだ。

・外部研修に参加した保護者より相談があり放デイ利用に繋げた。

意見～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者13名

主な内容や質問・意見
※赤字～確認されこと

※青字～質問・意見



令和 7年度 第 1回 高齢障がい者支援部会 議事録 

 
日 時：令和 7年 4月 23日（水） 13時 30分～15時 15分 

場 所：だて地域生活支援センター多目的ホール③ 

進 行：立花部会長   記 録：優徳荘 冨田亮介 

出席者：12名 

欠席者： 4名 

 

１．各事業所の近況・状況報告 

〇だて地域生活支援センター 

利用者の高齢が進み介護保険を使い福祉用具のレンタルなどを利用している。また、介護認

定調査を受け高齢者施設へ異動をされる方もいるが、本人やご家族の意向を聞き対応してい

る。さらに利用者の高齢化に伴い通院の数が増加、利用者が若い時には無かった誤嚥や歩行へ

の配慮など支援者のスキル向上が必要となっている。また、居室での転倒にも気をつけて支援

している。 

〇ＮＰＯ）伊達市手をつなぐ育成会 

現在事業所の登録者数は生活介護 21名、就労 B型 47名、合計 68名。4名が退所し、 

2名はそれぞれ室蘭と伊達の高齢者施設に入所、他の 2名はミネルバ病院に長期の入院となり

退所された。今後も高齢者施設への異動は増えていくと思われる。 

職員の欠員は 2名だったが、1名の入職希望があり 5月より入職する予定。また、4/28に 1

名の面接を予定している。 

〇ibox 

就労 B型の方は大きな変わりはなく、宿泊型自立訓練の方は 50代と 20代の方が入所し 18

名の方が利用されている。うち 4名の方が入院中で、70代の方は散歩中に転倒し骨折し入院

されている。宿泊型は訓練施設でもあるが、高齢化が進んでいるため建物を一部バリアフリー

にした、今後も色々な所の検討が必要。経営者の変更により高齢の利用者の対応に力を入れて

いく方向。 

〇太陽の園 

デイ活動部の一課・二課共に大きな変化はない。だて地域生活支援センターの二課・三課の

利用者が通所され、日中活動で入浴支援などを行っているが、高齢化に伴う疾病や情緒不安定

による服薬調整により長期の入院をしている方がおり、満度の利用は無い状況。何処の施設で

も人手不足だが、現在 26人不足している。同法人の職員の応援にて対応している。今年の 10

月より外国人の 1期生が来日し、令和 8年 4月に 2期生が来日する予定となっている。 

 

 



〇ミネルバ病院 

入院状況は、認知症病棟は満床で入院希望者が待機している状況。他の病棟は空きがあるの

で相談は可能。外来については認知症検査の依頼が多く、場合によっては 1か月くらい待つこ

とがある。田中医師がミネルバ病院の常勤となり、児童思春期のみならず、幅広い年齢の方か

ら発達障害の相談がある。心理士が 1名配属となり心理士 3名の体制となり、随時検査を行っ

ている。外来受診はリモートでも対応している。4/1より相談員が 1名育休を終え職場復帰

し、計 6名で稼働している。 

〇優徳荘 

令和 5年度は死去による退所が 5件あったが、今年度の退所は無く 3名の利用者が入所とな

った。また、入所者の高齢化が進んでおり、ムース食・流動食まで対応している。給料の面で

退職した職員がいたが、人からのつてで 3名の方が入職された。また、人材会社へ採用依頼も

している。 

〇伊達市地域包括支援センター 

センター長が春に変わり、以前からいる社会福祉士の遠藤がセンター長になった。野田前セ

ンター長は保健師として残っており、合計で 9名体制となった。それぞれの専門職が対応して

いるが、最近は虐待の相談があり、実際に市役所及び社会福祉士を含めたチームにて対応して

いる。アウルで認知症ケアの担当していた人が定年退職し入職した。認知症の背景には虐待が

ある。基本的なリスクは高齢者も障がい者にもある。８０５０問題だけでなく、親が急に亡く

なり、障がいをもった人が急遽入所となるケースもあった。高齢と障がいの共通した課題を一

緒に検討していきたい。 

〇伊達市成年後見支援センター 

前任が退職となり担当となった。相談が沢山来ており、地域の特性か障がいを抱える方々が

市内に多く生活している。親が死去した後の生活の相談や施設の転院、病院への入院の保証人

の相談が増えているため、中核機関として住人調整会議を行っている。専門職の後見人が弁護

士 1人司法書士 1人しか伊達にはいない。昨年より社会福祉協議会による法人後見を開始し現

在までで 37件となった。認知症の方に限らず、障がいの方も増えているため、対応できるよ

うな体制を求められている。研修や勉強会に参加すると、社協が法人後見もっている地域があ

り、他にもその他の法人や社会福祉法人、NPO法人等が法人後見として活躍している地域も

ある。まだまだ様々なニーズが地域にはあるので、対応できるように体制作りや受け皿作りを

強化していきたい。 

〇伊達コスモス 21サポートじゃんぷ 

最近、急に父が亡くなったが親族が遠くて他に身寄りのない自閉症の方の対応をした。成年

後見センターに相談する予定。現在、短期入所で受け入れをしているが、後見人が付いた段階

で入所予定。また、短期入所の依頼があるが、施設側で受け入れる所が無い事が課題。同じよ

うなケースが現在 2～3件あり、徐々に増えている。今回亡くなった親御さんも同じで、何度



も話しに行ったが生活サービスを受けてもらえなかった。納得されない親御さんに対しどのよ

うにサービスに繋げるか。今後は在宅の方をどのように支えていくかが課題。8050問題だけ

ではなく、障がいのある方が高齢化してく中で医的ケアを必要とする人がいる。法人として

は、単に入院や転院ではなくグループホームでどう支えるのか考えている。 

 

２．令和 7年の部会活動について 

会議～年 4回 【5月・7月・10月・1月】 

ノーリフト研修は７月６日・７日に実施予定。 

北広島の視察研修は８月を予定。 

市が実施している研修会を活用していく。 

認知症についての学習会は、今年度は障がいについての視点や経験を取り混ぜた学習会にし

たい。 

（支援しているスタッフから気づきや迷いを聞く・グループディスカッションなど） 

 市役所からの情報では、5月 10日に日赤フェスティバルにて介護用品の展示があり、 

その後は聖ヶ丘病院に常設展示するので、申し込みをすると見学可能とのこと。 

 

３．ＧＨ実態調査について 

 だて地域生活支援センター・コスモス 21・ｉ.ｂｏｘ・ビバランド  

 介護保険の利用状況・成年後見の利用など内容に関しては、昨年と変更無しで進める。 

 3カ所を改訂した調査用紙を後日メールで送るので、4/1現在の調査内容を集計し、7～8月

までに返答して頂き、秋には新しい実態調査が完成する予定。 

 

４．伊達市の障がい福祉の課題について 

具体的な取り組みについて 

 【カテゴリー2】専門部会（高齢）で今年度は検討を進め成果を出していく。 

・ボランティアマッチング（生活支援体制整備事業）として高齢福祉課でマッチングの仕組み

が必要となっている。市役所の中でも高齢福祉に対し企画課が「ちよこまちボランティア」と

いう、伊達を良くしていこうというコンセプトを元に動いている。別の部署でも同じような事

をやっている。また、パナソニックが自動車のナビに関わっている所に高齢者の自動車運転の

課題からオートモビリティという部門があり、そこでボランティアのシステムの開発を考えて

いる事業がある。市役所で高齢福祉課と企画課が話を聞く機会があった。内容としては、困っ

ている人とボランティアをマッチングさせるアプリで、福祉新聞でも同じようなアプリを開発

している社会福祉法人の話題が載っていた。伊達では、グループラインでボランティアの依頼

をしている。社協による雪かきボランティアでもグループラインを作って対応している。この

ような事を大きな仕組みの中に取り込んだ時にどのようにすれば実現可能となるのか。ただ、

個人情報なので闇バイト等の悪用に繋がらないよう登録制にすれば可能か。スマホの使用につ

いてもこれからを考えれば可能か。パナソニックと企画課で話しているので、横の繋がりを生

かしてもらいたい。 



・大滝のタキシーは 1人で乗ると高い。ただ、相乗りにすれば安い。 

 札幌ではタクシーの配車アプリが稼働、今後この仕組みが伊達にもあれば可能性が広がるの

では。実際にミネルバ等のバスを利用することは現実的なのか。また、バスの利用は転倒のリ

スクや乗り場までの移動の距離を考えると、アプリができると利便性が良くなるのでは。今後

は何を具体化し実現させていくのか部会として考えて行かなければならない。 

・認知症や高齢の所の課題は森戸さんの力を借りて認知症養成講座等の研修をやってい 

く。 

・成年後見であれば山本さんに分かり易い後見制度を教えて貰いたい。 

 課題として今の制度だと後見人が付くと亡くなるまでずっと報酬が発生してしまう。法人後

見人は後見人が替わっても情報の共有ができる。就活コーディネーターは検討していく課題で

ある。 

・地域福祉を考えると、この会議に社協を呼んでみてはどうか。 

・利用者が亡くなり親類が遠い場合に、自分たちは何処まで手を付けていいのか、やる権利が

あるのか、どこからはダメなのか曖昧である。そうなると役所や社協の方と情報の共有や連動

がしたい。 

成年後見制度を利用していたとしても、亡くなった方の財産は触れる事は出来ない。きちん

と契約を結んでやった方が良い 

 

５．その他 

 パナソニックが作ろうとしているカテゴリーの中に移動支援があり、室蘭のタクシー会社と

実証実験をした。効率よく運用ができた。伊達でも転用出来たら良いと思う。ゴミ出しにも運用

出来ると思う。厚労省ではＩＴの活用について議論されている。 

次回は社協の方に来て頂いて情報提供して頂き、次の議題にして検討してはどうか。 

 

 

 

 次回開催日 

 ・日時 令和７年７月２３日（水）１３：３０～ 

 ・場所 だて地域生活支援センター 多目的ホール 



資料3-3-2

3

①令和６年９月７日（土）

13:30～17:00　参加5名

②令和６年10月1日（火）

10:30～　参加2名

①伊達市市民活動センター

②北ひろしま福祉会

①Noリフティングケア研修

②北海道先進導入施設の視察研修

5

令和６年11月8日（金）

10:00～12:10

参加～部会員9名・他39名

不参加～7名

だて地域生活支援センター

多目的ホール①～③
伊達市認知症サポーター養成講座　「認知症について」

　　　　　　伊達市地域自立支援協議会　令和6 年度「高齢障がい者支援部」開催状況　　　　　　№1

6

1．認知症学習会の振り返り

2．グループホーム実態調査について

3．伊達市の障がい福祉の課題について

4．来年度の部会運営について

令和7年1月22日（水）

13:30～15:50

出席 12名

欠席  3名

だて地域生活支援センター

多目的ホール②③

2

令和６年7月24日（水）

13:30～15:30

出席10名

欠席  6名

だて地域生活支援センター

多目的ホール②③

1．情報交換

2．GH実態調査について

3．伊達市の障がい福祉の課題について

4．研修予定について

5．その他

・情報提供

4

令和６年10月30日（木）

13:30～16:10

出席 14名

欠席   3名

だて地域生活支援センター

多目的ホール②③

1．情報交換

2．グループホーム実態調査について

3．研修報告と予定について

4．伊達市の障がい福祉の課題について

5．その他

　議題4について他の部会から分類された課題の確認

1

令和６ 年４月23日（水）

13:30～15:30

出席11名

欠席  5名

だて地域生活支援センター

多目的ホール②③

1．情報交換

2．令和5年度部会実績報告と課題等の確認

3．令和6年度の部会運営と役割分担

4．その他

　・情報提供～社会資源の運営状況

　・成年後見支援センターから事例提供

回 開催日時
場　所

出席日数
議　　　　　題



6

令和7年

1月22日

（水）

1．認知症学習会の振り返り

　分かりやすかった。好評だったのでシリーズ化してほしい。何日か開催日を設定しより多くの現場の世話人等も参加でき

　るよう検討していく。

2．グループホーム実態調査について～運営4法人による協議結果報告

　毎年４月１日基準日で調査。成年後見制度や介護保険利用の方は増加予想なので伊達市とも相談しながら進めていく。

3．伊達市の障がい福祉の課題について（最終一覧表参照）

・前回部会までに整理した展望・提言等につい捨ての最終確認

・来年度からの部会としての具体的取組みを検討していく。

4．来年度の部会運営について～令和７年度第１回部会議で具体的な内容を決定する。

・事務局の変更　相談室あいから伊達コスミス21サポートじゃんぷへ

・活動内容～情報交換、情報提供、事例検討、GH実態調査、学習会は継続する

・開催頻度～基本的には年４回、必要に応じて追加開催。

1．情報交換

2．GH実態調査について～運営4法人による協議結果報告

・年１回～調査基準日は４月１日（令和6年度は７月１日）

・要介護認定区分と成年後見制度利用（利用中と今後の利用見込み）も入れ込む

・経年比較していく

3．伊達市の障がい福祉の課題について

・事前に提出された課題についての補足説明（困りごと・困り具合等）とカテゴリー分け

4．研修予定について

・ノーリフトケア研修～伊達市高齢福祉課・理学療法士の研修にコラボする形で参加

・認知症学習会～認知症サポーター養成講座を活用し包括支援センターに講師依頼

5．その他

・情報提供～成年後見支援センターより「権利擁護セミナー」案内

令和6年

7月24日

（水）

2

3

①令和６年

9月7日

②10月1日

①No！リフティングケア研修～講義、機器用具の体験

伊達市ノーリフティングケア普及推進事業として北海道理学療法士会日胆支部伊達地区と伊達市健康福祉部 高齢福祉課・

社会福祉課・健康推進課の協働事業として開催。高齢障がい者支援部会として関係者に案内した。

②北海道先進導入施設の見学～北ひろしま福祉会機能訓練センター他を市のバス乗り合わせで視察

5

１.情報交換

２.GH実態調査について～運営4法人による協議結果報告

　障害支援区分5・6の方が34.3％。要介護認定項目を追加した事により介護保険と障害福祉サービスの併用者が数字化でき

　るようになった。成年後見制度利用も352名中29名であった。

3．研修報告・研修予定

・ノーリフトケア研修について参加者から感想等～介護用品等を実際に見て参考になった

・認知症についての学習会～11月8日㈮午前を予定

4．伊達市の障がい福祉の課題について

　前回部会までに分類した課題についての意見交換を行った

5.その他～議題4について相談支援部会と精神障がい者地域生活支援部会から分類された課題を確認した。

令和６年10

月30日

（木）

4

令和6年

11月8日

（金）

「認知症について」伊達市認知症サポーター養成講座

　講師：伊達市地域包括支援センター主任介護支援専門員　森戸 薫 氏

１.情報交換

２.令和６年度部会実績報告と課題等の確認

・年４回開催～内１回は学習会

・GH実態調査の有用化

・部会としての意思決定支援のあり方

３.令和６年度部会運営と役割分担

・年4回の部会議の他、研修・学習会を2回実施する

・内容～情報交換、課題の洗い出しと解決に向けた方策の検討、介護技術研修、認知症の学習会、GH実態調査

・グループホーム実態調査については運営４法人で、目的・内容・方法等を検討し、具体的に進める。

４.その他

・情報提供～わらしべ園、るぴなすの事業廃止。ビバランドGH１ヶ所休止中～ニーズが揃えば再開可

・事例提供～成年後見支援センターより市長申立の事例

令和６年

４月2３日

　（水）

1

回

                              伊達市地域自立支援協議会　令和６年度「高齢障がい者支援部会」開催状況　　　          №2

開催日時 主な内容や質問・意見
※赤字～確認されこと

※青字～質問・意見
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資料 3－4－1 

令和７年度  第 1 回 働く人を支える部会 会議録 

Ⅰ 日 時  令和 7 年 5 月 12 日（月） 11 時 0０分から 12 時 15 分 

Ⅱ 場 所  だて地域生活支援センター 多目的ホール③   

Ⅲ 出席者 第 2 ふみだす：三浦部会長、伊達市：東方氏、室蘭公共職業安定所伊達分室：出口主任

北海道伊達高等養護学校：津田教諭、障害福祉事業所 ibox:伊藤氏、相談室あい：猪股 

すて～じ：西田、坂口、宮下（参加者９名） 

欠席者 手をつなぐ育成会：長谷川支援員、一般社団法人伊達の風：佐藤施設長、湘南しいたけ

け：奥村副主任 

Ⅳ 進行 西田 記録者（坂口） 

【議 題】（敬称略） 

1.令和７年度 部会員紹介～令和７年度の部会員紹介 

  ・ 各部会員より、自己紹介と、現状の説明をする。 

  ・ 室蘭公共職業安定所伊達分室からは、令和 6 年度の求職状況等について説明。（求人・求職も 

   前年比減となった。） 

2.令和７年度の活動案 

 〇 開催回数 

・ 年４回（５月、７月、１１月、２月）を予定、必要に応じ随時開催する。 

〇 取り組み案 

・ 昨年度の会議において、３つの課題が提示された。（課題は下記の通り） 

①  支援者のスキル向上。（職員の研修等により対応。） 

②  交通手段の課題。（移動手段がない。） 

③  強度行動障がい者の居住について（ワーキンググループにて協議。） 

・ 工賃向上に向けては、利用者の高齢化や障がいの重度化等により、向上を図ることができない

面もある。 

  ・ 人員不足により、うまく取り組めなかったので工賃向上につながらなかった部分もある。  

・ 市としては本人の要望を重視している。（就 B・生活介護の促し等はしていない。） 

・ 市への相談において就 B でそれなりの収入はもらいたいが、A 型は無理。という方はいる。 

・ 高等養護学校で来年就 B になると思われる方は６名。 

・ 取り組みおよび考え方（工賃向上を優先か、利用者の高齢化等の課題をどうするか等）の案を

次回会議までの課題とする。 

・ 企業（事業所）向けに障がい特性の理解を促すセミナーを開催する。 

・ 相互理解を深めることや、課題を見出すために事業所見学会を実施する。 

・ 自事業所しか知らない支援者がほとんどなので、いい試みだと思う。 

・ 高等養護学校では、年２回企業見学会を実施している。  

  ・ 議題の中で職員の障がい者の就労支援に関わるスキル向上で利用者・職員ともに働きやすい環 
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境づくりとあるが、スキル向上は研修等で対応、働きやすい環境づくりは各事業所で対応すべ 

きことなので削除する。 

3. 地域課題の具体的な解決に向けて   

・ 前回伊達高等養護学校に交通手段について確認したかったので今回確認する。 

・ 実習段階では職員が送迎すること等により、対応しているが、卒後就労するとなると公共交通

機関を利用して通勤となるため、実質通勤不可能と思われる場合は、最初からその事業所は選

択肢からはずしている。（送迎があれば選択肢も広がる。） 

・ 送迎において、市のバス利用を依頼されても、市としては対応が難しい。（タクシー等の対応

になるのでは。） 

・ 選択肢が少なくなるだけで、就労に支障をきたしていないのであれば、交通手段がないという

課題には該当しないのではないか。 

4．その他 

  ・ 伊達市より、テレワーク就労体験参加者募集について説明。希望者がいた場合は、体験をさせ

る。 

・ 就労選択支援実施マニュアルについて、伊達市より説明、現時点ではこのマニュアルしか提示

されていないとのこと、現時点で実施を希望している事業所はないが、10 月より実施され

る。 

 

◆次回 開催日程～第２回部会は 7 月中 

 日程は後日調整する。 

 

 

 

以 上 

 

 

 



資料３－４－２

●伊達市の地域課題について

＊別紙「課題共有シートを」検討。

　〇　課題

　・強度行動障害、高齢化対応については、人員・人材・スキルの不足が要因。

　・生活介護への転籍については、高齢化により、作業や移動に配慮が必要な状況でB型利用を希望される方もいる）

　・全国的に一般就労の年間就職率が低下しており、伊達市においても同様になっている。

　・支援員の人手・人員不足、就労場所への公共交通手段の確保が課題。

　・就労能力があっても交通手段がなくて断念（運転免許証を持っている方は多くはない。）するケースがある。

　〇　意見

　・人員がそろってもできる対応が可能になるとは思えない。スキル向上も課題。

　・高齢化により施設の希望する能力に届かない状況も生じてきてはいるが、工賃の差別化は行っていない。

　・B→生活介護の転籍は見学により本人が納得するケースもある。見学等により生活介護への抵抗や拒否を軽減。

　・就労移行事業所がないことや、福祉的就労に満足していることも一般就労の年間就職率低下要因の一つ。

　・交通手段の確保は各事業所の送迎相互利用（あいのり等）での対応を考えられないか。

　　→給付や保険の関係でむずかしいのではないか。）

　・工賃向上と高齢者への工賃の配慮、どちらに重きをおくか？→工賃の向上を重視。

　〇　まとめ

　・働く人を支える部会として提起する地域課題としては、強度行動障がいのある方への対応、

　　人員・人材の不足（スキル不足）と交通手段の確保の3つかと思われる。

●各委員より議題提起・情報提供

　・日鉄ビジネスサービス～2025年2月に特例子会社を設立される予定（作業場所は輪西）で６名の求人をする。

令和6年

7月25日
2

●部会長選任

・今年度より第二ふみだす三浦輝翔氏が部会長に選任される

●部会の在り方について専門部会連絡会の内容報告

・今年度は各部会にて地域課題の抽出・検討を行うこととなった。就労部会でも就労に係る検討を行う。

●自己紹介及び情報交換

・第2ふみだす：三浦部会長→利用者高齢化に伴いB型から生活介護への移行が増えている。

・室蘭公共職業安定所：出口主任→伊達分室のR5年度有効求人倍率は1.67倍。

・手をつなぐ育成会：長谷川支援員→利用者高齢化している。若い層取込のため勤務時間・日数の幅を広げて対応。

・伊達高等養護学校：古山教諭→4年ぶりの進路指導復帰。今年度は女性3名、男性3名の陣容

・I-box:郡司前部会長→次回より就労部会へは伊藤渚氏、北見淳氏が交代で出席。

・伊達市：東方氏→漠然と就労を希望する人へ就労支援事業所ガイドブック活用したい。

・伊達の風：佐藤施設長→伊達高等養護学校より5名程実習受け入れ中。

・湘南しいたけ：奥村副主任→事業継続のため無駄なコストを減らし収益バランスを取りたい。

・だて地域支援センター：橋本支援員→支援3課で1名一般就労者おり部会で勉強していきたい

・相談室あい：猪股→今年度は地域拠点コーディネータとしての配置。

●令和６年度の活動案（年４回開催～４，７，１１，２月）

・工賃向上に向けた取り組み、セミナー開催を検討

●その他

・一般就労への思いと自身の能力のギャップについてどう対処してゆくか→職業準備性の支援が必要。

・利用者の高齢化にどう対応してゆくか→新たな作業種の開発や適切な日中活動への移行を促す。

令和6年

4月26日
1

回 開催日時 主な内容や質問・意見
※赤字～確認されこと

※青字～質問・意見

伊達市自立支援協議会　令和６年度「働く人を支える部会」開催状況
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●伊達市の地域課題について

　　「課題共有シート第３回」の各項目について

　　①問題提起等後のカテゴリ分け、②課題解決に向けての展望・提言、③７つの分類に関して協議を行う

　　　検討事項特記

　　　～市内における緊急受入先や短期入所が少ない。→就労部会だけでなく伊達市全体の課題。

　　　～出退勤送迎について。→企業側の課題になるのでは。ニーズ調査も必要（次年度継続課題）。

　　　～知的、精神障がい者の雇用促進を図ることが必要→企業への周知啓もうを進める（セミナー開催）。

　　　～利用者の重度高齢化への対応→基本的にそれぞれの事業所で検討可能なこと。

　　　～職員のスキルアップ→企業向けだけでなく、職員向けの研修も就労部会として企画検討。

●セミナー開催について

　・12月26日  西胆振、東胆振、日高、空知圏域３圏域合同企業セミナー開催するので参加協力を依頼

　　行政報告～障害者雇用の状況と利用できる制度について

　　　　　　　公共職業安定所　統括職業指導官　小杉　昭彦　氏

　　講演　　～障害者とともに働くとは～株式会社キューピーあいの取組に学ぶ

　　　　　　　キューピーあい代表取締役社長　阿部　雅美　氏

●各委員より議題提起・情報提供

　・職親会にて年明け新年交礼会、永年雇用事業所表彰開催。参加お願いします。

令和6年

11月7日
3

令和7年

1月31日

●伊達市の障害福祉の課題解決に向けての方策・展望について

　「課題共有シート第４回」の各項目について課題解決に向けての展望・提言を検討

　検討事項特記

　～伊達市で働く福祉事業所職員を対象としたスキルアップを目指した研修の実施。

　→一般就労移行に向けた専門的な支援スキルを高める研修の実施（就労支援に係る研修受講者の伝達研修など）。

　～強度行動障害の居住の場に対するワーキンググループ作り。

　→自立支援協議会全体会にワーキンググループ立上を具申。

　～公共機関で通勤が出来ないため一般就労が出来ない人の実態を把握するためのニーズ調査。

　→すて～じ登録者、就労Ｂ事業所等で出退勤が課題で一般就労へ移行出来ない方がどの程度いるのか調査。

　　卒業予定者も同様の方がいるのか確認したい。

　～知的、精神の方の職場開拓。

　→知的、精神の方の就労状況をセミナー等で企業へ周知・啓蒙。

　～福祉職の担い手づくり。

　→NS（tiktok）を利用した日常の支援風景等を動画撮影し公表。

●雇用支援地域合同会議の開催について

　・就労系事業所を集めて２月下旬から３月上旬に予定。

　　内容：①ハローワークからロクイチ報告

　　　　　②実践報告会　吉村製作所　吉村社長より「福祉就労の理念と実践」

●各委員より議題提起・情報提供

　　・伊達自立支援協議会の各部会長を集め令和６年度第３回部会連絡会として実施。

　　　地域課題について各部会の協議内容を報告している。

　　　次年度は今年度に出された地域課題解決に向けて部会運営を行う。

　　・ハローワーク出口主任より伊達分室の職業紹介状況について昨年と比較して報告があった。

　　　新規求職申込数は前年に比べ6.8％増であった。
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令和7年

1月31日

●伊達市の障害福祉の課題解決に向けての方策・展望について

　「課題共有シート第４回」の各項目について課題解決に向けての展望・提言を検討

　検討事項特記

　～伊達市で働く福祉事業所職員を対象としたスキルアップを目指した研修の実施。

　→一般就労移行に向けた専門的な支援スキルを高める研修の実施（就労支援に係る研修受講者の伝達研修など）。

　～強度行動障害の居住の場に対するワーキンググループ作り。

　→自立支援協議会全体会にワーキンググループ立上を具申。

　～公共機関で通勤が出来ないため一般就労が出来ない人の実態を把握するためのニーズ調査。

　→すて～じ登録者、就労Ｂ事業所等で出退勤が課題で一般就労へ移行出来ない方がどの程度いるのか調査。

　　卒業予定者も同様の方がいるのか確認したい。

　～知的、精神の方の職場開拓。

　→知的、精神の方の就労状況をセミナー等で企業へ周知・啓蒙。

　～福祉職の担い手づくり。

　→NS（tiktok）を利用した日常の支援風景等を動画撮影し公表。

●雇用支援地域合同会議の開催について

　・就労系事業所を集めて２月下旬から３月上旬に予定。

　　内容：①ハローワークからロクイチ報告

　　　　　②実践報告会　吉村製作所　吉村社長より「福祉就労の理念と実践」

●各委員より議題提起・情報提供

　　・伊達自立支援協議会の各部会長を集め令和６年度第３回部会連絡会として実施。

　　　地域課題について各部会の協議内容を報告している。

　　　次年度は今年度に出された地域課題解決に向けて部会運営を行う。

　　・ハローワーク出口主任より伊達分室の職業紹介状況について昨年と比較して報告があった。

　　　新規求職申込数は前年に比べ6.8％増であった。



資料３－５－１ 

伊達市地域自立支援協議会 令和 7 年度 第 1 回 相談支援部会 議事録 

              日時 令和７年 4 月２3 日（水）１０:００～１２：００  

              場所 だて地域生活支援センター 多目的ホール②③ 

              進行 粟野部会長（どんぐりころころ 所長） 

              記録 猪股事務局員（相談室あい） 

      

■出席者（順不同 敬称略）１2 名 

 山本 家弘 （相談支援事業所ハンド 所長） 

 南  祐 子 （相談支援事業所ハンド 相談支援専門員） 

 黒木 由美 （相談支援事業所ハンド 相談支援専門員） 

千葉 裕子 （相談室フロイデ 室長）  

成田 泰枝 （相談室フロイデ） 

齊藤 智章 （相談室ブリッジ 管理者） 

粟野 明子 （どんぐりころころ 所長） 

 髙木玲衣奈  （伊達市健康福祉部社会福祉課障がい者福祉係） 

 菊地 将平 （洞爺湖町役場 総務部 健康福祉課 係長） 

 大西 直貴 （豊浦町 総合保健福祉施設やまびこ 保健福祉係事務補） 

米谷 雅子 （相談室あい 室長） 

猪股  武 （相談室あい 地域生活支援拠点Ｃｏ） 

■欠席者 ４名 

 櫻井知津子 （相談室いと 相談支援専門員） 

大内 宏二 （壮瞥町役場 住民福祉課 参事） 

細木 克悦 （とようら社協相談支援センター 相談支援専門員） 

野村 昌史 （友愛の里相談支援センター 相談支援専門員） 

≪議題≫ 

1．部会長挨拶及び委員自己紹介並びに情報共有 

2．令和６年度相談支援部会実績報告 

3．令和７年度相談支援部会予定（検討課題の絞り込み） 

  ・検討課題の絞り込み 

  ・各委員からの意見徴収 

4．伊達市における地域課題報告及び検討（昨年からの継続） 

5．地域生活支援拠点の整備状況について 

  ・令和６年度実績報告 

６. その他 



  ・令和７年度相談支援部会議事録作成について 

《議事》 

1．部会長挨拶及び委員自己紹介並びに情報共有 

 ア）令和６年度からの委員変更について 

 （委員変更） 

  大槻美香（相談室あい）→米谷雅子 

  近江 隼（壮瞥町）→大内宏二 

 （委員追加） 

  黒木 由美（ハンド） 

イ） 情報共有 

（どんぐりころころ） 

 ・昨年度主に行っている「伊達市における地域課題」について継続検討となっている事に伴い、

今年度も「どんぐりころころ」粟野所長が部会長継続となる。 

 （洞爺湖町） 

 ・洞爺湖町の相談支援事業所「いちばんぼし」がＲ７年４月から休止、再開については人員確保

が出来次第と聞いている。 

 （豊浦町） 

 ・豊浦町内のグループホーム（豊和会）は現状空きがない状況を確認している。待機者はそこま

で多くないが、空きが出次第順次受け入れをしていく事の報告を受けている。 

 （フロイデ） 

 ・フロイデの開所時間が変更（8：30～16：30）今までより１時間短縮となっている。 

 ・さらら壮瞥が５月１日よりＡ型からＢ型へ変更、自然農業者が利用者の勤務時間が短縮となっ

ている。 

 （ハンド） 

 ・６月から「黒木由美」さんが相談支援専門員として配置予定。 

 （あい） 

 ・ブリッジ、ハンドへ大幅な計画移管を行っている。相談支援専門員の確保が難しく、現状３名

の配置で今年度はスタートしている。他市町村からの相談や、今まで福祉に繋がっていない方の

相談等が４月は多くなっている。 

 ・前管理者の退職に伴い、4 月から管理者が変更となっている。 

 

2．令和６年度相談支援部会実績報告 

  資料をもとに、令和６年度相談支援部会の実績等について事務局より報告 

  第１回伊達市地域自立支援協議会開催までに訂正等あれば事務局へ連絡をする事を確認。 



 

3．令和７年度相談支援部会予定（検討課題の絞り込み） 

 ＜Ｒ７年度重点的に検討する課題＞ 

  ア）避難行動要支援者リスト対象外の方でも一般避難所で過ごす事が困難な方が一定数いるの

ではないか？ 

  イ）保護者の高齢化に伴う親亡き後の心配 

  ウ）在宅利用者が家族だけでは対応できず休日にほぼ家の中で過ごしている。 

 今年度はア～ウ３点について、重点的に検討し解決方法を見出していく事を確認。 

 ＜課題検討、委員からの意見等＞ 

① 課題ア）について 

 ・昨年度の相談支援部会で、相談支援事業所で関わりのある在宅の方を主に「一般避難所」で過

ごす事が困難と思われる方についてリスト化し伊達市危機管理課との交渉を行った。 

  従来の避難行動要支援者リスト対象者は避難時の移送等についても計画されているが、今回リ

スト化した方について現状は「福祉避難所」へ避難する事の許可を得る事が出来た。避難先とな

る福祉避難所にはそれらの避難物資の提供を受け取る事が出来る事になっている。 

  今後も新規相談者等で一般避難所では対応が困難となる方について随時、情報共有を行いなが

ら、検討をしていく。 

②  課題イ）について 

 ・ある日突然、親等が亡くなった際に身近に親戚等がいない場合に、居住の場の確保問題だけで

は無く財産整理や家、葬儀等の課題も多々ある。80・50 問題も含め、これからそういったケー

スが増えてくる事が予想される為、今後に備えた体制整備等が必要。 

 ・「親心の記録」（オホーツク育成会作成）のような親亡き後の希望等を記載された物があれば、

少しは対処できるのではないか？伊達版のものを作成してみてはどうか？ 

 ・相談支援で関わる中で、日頃から「親亡き後」について伝えていく必要がある。成年後見制度

の活用も含めて情報提供を行っていく。 

 ・今後、身寄りのない方など親と 2 人暮らし、障がい者同士の夫婦世帯等の財産処理等も含めて

活用できる制度や行政としての役割等知らないだけで使用できるものもあるかもしれない。無い

のであれば、今後の体制づくりとして相談部会内で検討し解決に導いていく道筋を作りたい。 

 ※次回部会開催時までに、行政として孤独死等、身寄りがない方の死後事務についての対応出来

る物等を報告して頂く。 

 ・豊浦町でも同様に高齢の父親と息子さんが二人で暮らしているケースがあり、父親がサービス

提供を全て拒否している状態。グループホームの利用等について対応したり、近所の民生委員を

活用し見守りをお願いするなどしている。万が一の備えとして町内の短期入所事業所等にも情報

提供を行い受け入れ態勢の整備を進めている。 



 ・成年後見制度も少しずつ変わっていて、後見人を付けて一生の支援だけではなく、スポット的

に利用する事も可能だと聞いている。改めて後見制度の活用等について勉強会をしても良い。 

 ・ガイドラインを作成してみてはどうか？死後どうしたらよいのかを作成する事で支援者側が困

る事が減ると思える。 

 （まとめ） 

① 親等が亡くなった後のガイドラインを作成してみる。 

② 改めて成年後見制度の勉強会のようなものを行う。ただし従来の成年後見制度に関する研修会

は幾度も行ってきた為、講師を部会に呼び質問形式にして現場レベルで知りたい情報を得る事

が出来るような形で開催したい。事前に部会で聞きたい事を集約し、第３回目の部会実施時に

開催出来るよう検討する。また、成年後見制度だけでは無く「親亡き後」について話をしても

らえるような講師を想定し計画する。 

ついては、第２回部会実施までに部会員から困った事について簡略にまとめたものを事務局ま

でメール等で情報提供し集約する。 

 

４．地域生活支援拠点の整備状況について 

  Ｒ６年度拠点実績等について資料をもとに説明、Ｒ７年度に重点的に行いたい事としてＲ８年

度から義務化となる「地域移行意向確認担当者設置」に伴う、意向の集約、入所施設及び地域サ

ービス事業所（構成事業所）と連携しながら進めていく予定。 

 

5．その他 

  令和７年度第 2 回相談支援部会日程について 

  次回の開催日程は 7 月２4 日（木）10：00～ 

  

 

 

                                                                            以 上 

  

 

 

 

 



資料3-5-2

議　　　　　題

1．専門部会連絡会報告

2．令和５年度相談支援部会実績報告

3．情報交換（地域課題含む）

4．事例検討

5．地域生活支援拠点の整備状況について

6．その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者12名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠席者  2名

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

伊達市自立支援協議会　令和6年度「相談支援部会」開催状況

4

1．専門部会連絡会報告

　　・伊達市避難行動要支援者リスト対象範囲拡大に係る要望進展状況

2．情報交換（地域課題含む）

3．伊達市における地域課題報告及び検討

4．地域生活支援拠点の整備状況について

　　・令和6年度伊達市地域生活支援拠点等連携会議開催について

　　・伊達市外の入所施設利用者に関する意向調査について

5．その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者11名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠席者  4

2

令和6年

7月24日

10：00

～

12：00

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

1．情報交換（地域課題）

2．伊達市における地域課題報告及び検討

3．地域生活支援拠点の整備状況について

4．その他

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者　9名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠席者　5名

3

令和6年

10月30日

10：00

～

12：00

伊達市

市民活動

センター

1．専門部会連絡会報告

2．情報交換（地域課題含む）

3．伊達市における地域課題報告及び検討

4．地域生活支援拠点の整備状況について

5．その他

6．だて相談コラボ事例検討会日程について

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者10名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠席者  3

令和7年

1月22日

10：00

～

12：00

だて地域

生活支援

センター

多目的室

②③

令和6年

4月24日

10：00

～

12：00

1

回 開催日時
場　所

出席日数



●情報交換（地域課題含む）

・意見無し

●伊達市における地域課題及び検討

・委員から挙げられた地域課題について「ＫＪ法」を活用し情報整理を行った。それぞれの解決策については次回に検

討。

　※事前に委員へ地域課題等について意見徴収し、事務局でまとめ。28件の地域課題を抽出し7つのカテゴリに分けら

れた。「行動障がい・医的ケア」「医療の資源不足」「災害時対応」「障害福祉の資源不足」「移動手段」「人員・人

材不足」「事業所運営」

●地域生活支援拠点の整備状況

・前回の部会で報告したとおりＲ5年度分の地域診断を実施中。7月末までに全ての診断をまとめ協議会で報告予定。

●その他

・令和7年度第3回相談支援部会日程の確認。

令和6年

7月24日
2

●専門部会連絡会報告

・今年度の部会運営方針として「地域課題の抽出と解決に向けての検討」を行い、第3回協議会開催前までに課題解決

に向けた検討結果を報告する予定である事を部会長から報告。

●令和5年度相談支援部会実績報告

・資料もとに事務局から説明。「令和4年度北海道相談支援事業実態調査報告」内の意見として相談支援専門員の担当

件数には上限が無い為、ケアマネージャーに倣い上限設定をしてはどうか？といった意見が挙げられている。

●情報交換（地域課題含む）

・強度行動障がいの子と同居している母親との関係性が悪化しており、入所を含めた短期入所等の受け入れ先を調整し

ているがなかなか見つけられずにいる。

・伊達市内で新規サービスの利用者が増えているが計画相談事業所の不足もあり受け入れが難しくなってきている。

・今年度の報酬改定で各市町村に基幹相談支援等設置が努力義務となったが小規模市町村で相談支援事業所が1カ所し

かないような所はどのような形態での運営となるのか、協働体制においても同様で近隣市町村との協働体制は出来ない

か→胆振総合振興局に問い合わせたがいい返事は頂けなかった。→市町村レベルの話にはならないのか？→最終的には

北海道の裁量になるので難しいと思われる。

●事例検討　提供者～ハンド：南相談支援専門員

・8年間、引きこもり状態の方について検討。

●地域生活支援拠点の整備状況について

・令和5年度地域診断については、従来の構成事業所に協議会委員も加え評価を頂く事に加え、選択レベルについて理

由もつけての評価をする事になった。

・令和6年度中に構成事業所連携会議の開催予定、報酬改定等により拠点事業に求められることが明確化したが制度理

解がまだ不十分である為、開催時期は未定。

●その他

・開催日程、役割分担等について確認。

令和6年

4月24日
1

回 開催日時 主な内容や質問・意見
※赤字～確認されこと

※青字～質問・意見

伊達市自立支援協議会　令和6年度「相談支援部」開催状況

●専門部会連絡会報告

・第3回目の実施前であった為、報告無し。

●情報交換（地域課題含む）

・第2ふみだすで運営していた「単独型短期入所事業所あかり」が廃止

・伊達市に11月に相談支援事業所が新規立ち上げ予定

●伊達市における地域課題報告及び検討

・災害時一般の避難所で過ごす事が難しい在宅障がい者が一定数いると思われる。→部会内相談支援事業所で関わりの

ある方で一般避難所で過ごす事が困難と思われる方を把握しリスト化し、伊達市危機管理課へ避難行動要支援者リスト

へ加えてもらえるよう提案する。（Ｒ6.1.17迄に事務局へデータ送付）

・保護者高齢化に伴う親亡き後の心配→保護者を対象に短期入所やグループホーム利用に向けた説明会等をしてはどう

か？市内グループホームの現状について説明の機会が必要すぐにグループホームに入居出来る状況ではない事、事前に

体験をする事で受入れがスムーズになる等説明会が必要。

・在宅利用者が高齢となった家族だけでは対応出来ず、休日ほぼ家の中で過ごしている。→ 障がい者が集まれるような

居場所を作れれば良い、土日３～4時間ほどでも預けられるなら家族の負担も軽減されるのではないか？→障がいや疾

病によっては専門的な知識、技術が必要。その場合はボランティア等による支援では対応が難しいと思われる。

●地域生活支援拠点の整備状況について

・令和6年度伊達市地域生活支援拠点等連携会議開催に向けて、伊達市内入所施設を対象に地域移行意向確認に関する

アンケートを実施中。8年度から義務化される意向確認に向けて検討を深めていく為の会議を予定している。

令和6年

10月30日
3



4

●専門部会連絡会報告

・第3回目の実施前であった為、報告無し。

●情報交換（地域課題含む）

・第2ふみだすで運営していた「単独型短期入所事業所あかり」が廃止

・伊達市に11月に相談支援事業所が新規立ち上げ予定

●伊達市における地域課題報告及び検討

・災害時一般の避難所で過ごす事が難しい在宅障がい者が一定数いると思われる。→部会内相談支援事業所で関わりの

ある方で一般避難所で過ごす事が困難と思われる方を把握しリスト化し、伊達市危機管理課へ避難行動要支援者リスト

へ加えてもらえるよう提案する。（Ｒ6.1.17迄に事務局へデータ送付）

・保護者高齢化に伴う親亡き後の心配→保護者を対象に短期入所やグループホーム利用に向けた説明会等をしてはどう

か？市内グループホームの現状について説明の機会が必要すぐにグループホームに入居出来る状況ではない事、事前に

体験をする事で受入れがスムーズになる等説明会が必要。

・在宅利用者が高齢となった家族だけでは対応出来ず、休日ほぼ家の中で過ごしている。→ 障がい者が集まれるような

居場所を作れれば良い、土日３～4時間ほどでも預けられるなら家族の負担も軽減されるのではないか？→障がいや疾

病によっては専門的な知識、技術が必要。その場合はボランティア等による支援では対応が難しいと思われる。

●地域生活支援拠点の整備状況について

・令和6年度伊達市地域生活支援拠点等連携会議開催に向けて、伊達市内入所施設を対象に地域移行意向確認に関する

アンケートを実施中。8年度から義務化される意向確認に向けて検討を深めていく為の会議を予定している。

令和6年

10月30日
3

令和7年

1月22日

●専門部会連絡会報告

・前回の部会開催時に部会内で行う予定であった部会内相談支援部会委員で関わりのある「一般避難所」で過ごす事が

難しいと思われる方のリストアップを当初3月までに行う予定だったが危機管理課との関係もあり締め切りを12月末ま

でに早める事となり、すでにリスト化は完成している。

・次年度の部会長については課題検討の関係もある為、現部会長が引き続き行う。

●情報交換（地域課題含む）

・11月から相談室ブリッジが新規開設、それに伴い相談支援部会にも新規参加。

●伊達市における地域課題報告及び検討

・それぞれ挙げられた課題のうち6項目の課題を中心に検討、次年度も継続して解決に向けて検討をしていく。

●地域生活支援拠点の整備状況について

・伊達市独自の取り組みとして、伊達市外の入所施設を利用されている伊達市援護地の方で伊達市へ戻りたいと希望し

ている方がどの程度いるのかニーズ把握をＲ7年度に行う予定、先だって伊達市より伊達市外の入所施設利用者数につ

いて資料提供を頂いている。



　実態調査項目の見直し、スキルアップ研修会に向けた打ち合わせ7月：

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　評価実施者を構成事業所、協議会員に拡大し実施

　障がいのある母親の子供養育に関するサービス調整等についてケース会議

　ちゅに退所後の受け入れ先としてアパート型ＧＨ見学同行

〇苫小牧市内グループホーム見学同行

〇ミネルバ通院患者対応

〇第2回拠点相談支援事業所会議（地域自立支援協議会相談支援部会）を実施

　地域診断実施状況報告

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　7月分を公表

資料４－１

○第2回西胆振地域生活支援拠点等連絡協議会（西地連協）を実施

〇成年後見センターにおける地域支援ケース会議

○第3回西胆振地域生活支援拠点等連絡協議会（西地連協）を実施

　上述のミネルバ病院患者に関して地域関係者を参集してのケース会議に参加

　4月分を公表

令和6年度　伊達市地域生活支援拠点事業　事業報告

　要綱・事業内容・年間スケジュール等の協議を行う。

　令和5年度地域生活支援拠点事業及び地域診断等報告

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

◆拠点事業の運営に関わること

〇第1回拠点相談支援事業所会議（地域自立支援協議会相談支援部会）を実施

　令和5年度地域生活支援拠点事業及び地域診断について報告

　令和6年度の開催予定、実態調査、各種研修会について打ち合わせ

○第1回地域生活支援拠点運営会議を実施

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　6月分を公表

○第1回西胆振地域生活支援拠点等連絡協議会（西地連協）を実施

〇令和5年度伊達市地域生活支援拠点評価実施

　5月分を公表

4月：

5月：

6月：



9月：

　スキルアップ研修打ち合わせ、各種調査項目見直し

10月：

〇市内入所施設を対象にアンケートを実施

　Ｒ8年度から義務化となる「地域移行意向確認」に向けて市内入所施設4カ所

11月：

　アンケート結果報告及び、地域移行意向確認におけるニーズ把握方法について

検討。

12月：

7月：

8月：

　10月分を公表

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　9月分を公表

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　8月分を公表

○第2回地域生活支援拠点運営会議を実施

○第5回西胆振地域生活支援拠点等連絡協議会（西地連協）を実施

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　〇地域移行意向確認方法、拠点事業等の進め方について協議

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　・北海道障害福祉サービス事業所等サポート事業者とのＺＯＯＭ打ち合わせ

　構成事業所連携会議開催に向けた報告

○地域定着支援センター懇談会に参加

○第4回西胆振地域生活支援拠点等連絡協議会（西地連協）を実施

〇西胆振圏域地域移行研修会（西地連協）開催

　・スキルアップ研修（事例検討）打ち合わせ

　・地域定着支援センター懇談会について打ち合わせ

　※精神障害者支援体制加算対象研修

〇地域生活支援拠点事業について市と打ち合わせ

を対象にアンケートを実施。

○スキルアップ研修開催（西地連協）

　主任相談支援専門員を中心に事例検討を実施

○第3回地域生活支援拠点運営会議を実施

○第3回地域生活支援拠点運営会議を実施

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　11月分を公表



3月：

○西胆振圏域指定相談支援事業所等連携会議（西地連協主催）

随時：

○精神障害者地域生活支援事業に係る事業検討会議へ出席（6月）

○厚生労働省障害者地域生活支援体制整備事業へ出席（1月）

〇胆振圏域ケアマネ協議会への協力（年3回）

1月：

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　1月分を公表

　近隣市町村含む緊急短期入所受入等について対応及び情報提供

◆その他、拠点事業に係る会議・研修等

○緊急受入対応等（短期入所）他市町含む

　西胆振圏域相談支援事業所と情報提供及び課題共有等を行う。

　地域自立支援協議会及び専門部会の運営、実施　　　etc.

　12月分を公表

○西胆振圏域居住系連絡会議開催（西地連協主催）

　道内拠点設置状況及び伊達市における拠点事業進展状況報告等

○令和6年度拠点構成事業所連携会議開催

　情報提供先との連携を図り、記載事項や進捗状況等を適宜更新

　

　毎月実施　※毎月月初より集約→中旬頃の公開

〇居住系構成事業所空き状況確認及び公表

　2月分を公表
2月：

〇地域生活支援拠点事業検討会

　伊達市、協議会三役と地域移行確認及び構成事業所連携会議について検討

　Ｒ5年度実態調査について集計報告

　西胆振圏域居住系事業所と情報提供及び課題共有等を行う。

○第4回地域生活支援拠点運営会議を実施

○市内拠点事業所（居住系・短期入所）に係る利用状況の集約・公開（HP上にて）

〇リスト登録者の実情・経過の確認及び更新

○第6回西胆振地域生活支援拠点等連絡協議会（西地連協）を実施



◆緊急対応・受入対応等

◆現状・課題等

○医的ケアが必要となった方の退院促進及びグループホーム利用に向けた検討

　胃瘻等の医的ケアが必要となり、当初利用していたグループホームを退去となっ

た方の退院に向けたケース会議開催。

　市内関係者等を参集し、情報共有。退院に向けた機能訓練の情報収集等を行う。

〇医的ケアが必要となった方の共同生活援助事業所及び入所施設における受け入れについて

＜リスト登録者の対応について＞

＜拠点構成事業所等について＞

○リスト作成後、数年が経過し現状把握が追いついていない。新規登録等についても周知が薄れ

ている。

○短期入所支給決定を受けたが、利用には至っていない方に対し利用の促進を行う。

○令和６年度より努力義務化された（８年度より義務化）施設入所者の地域移行確認について、

現在伊達市内外の入所施設利用者のニーズ把握及び地域の受け入れ体制の整備。

〇Ｒ8年度から義務化となる地域移行意向確認に伴い、施設入所者が地域の日中活動先やグループ

ホーム利用を希望した場合の体制づくりの為、ニーズ把握を行う。

6月

～

継続中

6月

～

継続中

〇緊急時の短期入所利用相談

父と二人暮らしの在宅利用者で、父が長期入院となるかもしれないと相談があっ

た。自閉傾向強く、過去に短期入所利用した経験により短期入所利用への強い拒否

がある。その際は入所施設併設型の短期入所利用であった為、騒音や他者との関わ

りによるストレスも強かったのではないかと仮定し、単独で過ごせる短期入所室

（旭寮・いちょう）の調整を図るが、父の兄弟が面倒を見る事になり利用には至ら

なかった。

○障害のある母親の子育て支援等について

看護師等の確保に向けた取り組み、特定医療行為研修受講の促進等を進める。

〇専門的人材の育成、確保を行い「強度行動障がい」「医的ケア児者」の受入れ体制を整える

8月

～10月

　ご家族同居中の知的障害のある母親が子育てをしているが、家族の負担や不満が

あり今後の各種サービス情報提供や、本人の障害理解等に関してご家族と複数回面

談等を行う。金銭管理について「成年後見センター」の紹介、就労支援として「す

て～じ」への引継ぎ等を行う。その他、訪問看護等と連携し支援を継続中。



＜各拠点事業所との連携強化（西地連協）＞

○年間を通して複数の調査、研修、会議を行い専門的人材の育成等を行っている。

○西胆振圏域全体においても行動障がい者等の短期入所受入は難しく、病院への長期入院に繋

がっているケースが多い。

〇西胆振圏域における情報及び課題の共有、連携強化を図り緊急時等における受入体制強化を図

る。



（様式１）地域生活支援拠点等の機能・運営状況の評価に係る総括表 資料４－２

 ◆ 第６期障害福祉計画 （令和3年度～令和5年度）における地域生活支援拠点等の目標について

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

障害福祉計画の１年目 地域生活支援拠点等の機能・運営状況の評価に係る総括

Ⅰ．地域生活支援拠点等の機能に関する評価指標 
(a)

【要支援者の事前把握】
の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 一定程度できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）

 ◆ 貴市町村の地域生活支援拠点等の目指している姿

目標値

令和５年度末の
地域生活支援拠点整備数

運用状況の検証・検討回数

【要支援者の事前把握及び体制】
緊急対応など支援が必要となる障害
者・障害児（強度行動障害者や医療
的ケアが必要な重症心身障害者、潜
在的要支援者等）の事前把握・登
録・名簿管理、関係機関との情報共
有
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(b)
【相談機能】

の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 一定程度できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

(c)
【緊急時の受け入れ・対応】
の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 一定程度できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）

【相談機能】
把握した緊急対応など支援が必要な
障害者・障害児からの緊急時を含む
相談体制の確保

【緊急時の受け入れ・対応】
把握した緊急対応など支援が必要な
障害者・障害児からの緊急時の受け
入れ先の確保
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(d)
【地域移行のニーズ把握】
の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 一定程度できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

(e)
【体験の機会・場】

の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 一定程度できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

【地域移行のニーズ把握】
障害者等の入所施設や精神科病院等
からの地域生活への移行や地域生活
の継続についてのニーズの把握

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）

【体験の機会・場の確保】
把握した地域生活への移行や継続の
ニーズを踏まえた地域生活の体験宿
泊等の実施

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）
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(f)
【専門的人材の確保・養成】
の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 一定程度できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

(g)
【地域の体制づくり】

の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 一定程度できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）

【地域の体制づくり】
把握した障害者・障害児の地域生活
のニーズを踏まえた地域の体制づく
りの実施

【専門的人材の確保・養成】
専門性の確保に向けた取組の実施

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）
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Ⅱ．地域生活支援拠点等の運営状況に関する評価指標  
(h)

【拠点等の運営状況】
の整備や運用に関する目標
※目指している姿・目標

障害福祉計画の1年目
（令和3年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の2年目
（令和4年度）

※できる限り数値目標も

障害福祉計画の3年目
（令和5年度）

※できる限り数値目標も

◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない） ◇充足度（十分できている/一定程度できている/全くできていない）

プルダウン選択☛ 十分できている プルダウン選択☛ 一定程度できている

　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること 　※様式２の詳細の評価を踏まえて評価すること

◇現状・課題に係る評価（自由記述） ◇現状・課題に係る評価（自由記述）

　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること 　※中間目標（障害福祉計画の１年目）を踏まえて評価すること

◇今後の対応等（自由記述） ◇今後の対応等（自由記述）

【拠点等の運営状況】
地域住民に対する周知・広報ならび
に関係機関との連携体制の構築

コアメンバー（整備主体である市町村の担当者や拠点コーディネーター、地域生活
支援拠点等に位置付けられている機関の管理者等）による自己評価

協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者など
による評価（協議会等による評価）
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備考欄：地域生活への移行に関する第6期障害福祉計画の成果目標（計画期間が終了する令和５年度末の目標）

◆令和元年度末時点の施設入所者のうち、地域生活への移行者数（国の指針：令和元年度末施設入所者の6％以上） （灰色部分にご記入ください）

令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度） 令和5年度（2023年度）

人 人 人

◆令和元年度末時点と比較した施設入所者の減少数（国の指針：令和元年度末施設入所者の1.6％以上削減）

令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度） 令和5年度（2023年度）

人 人 人

◆精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

630調査 令和元年（2019年） 令和2年（2020年） 令和3年（2021年）

人 人 人

　　　 　３ケ月未満（急性期） 人 人 人

　（うち）65歳未満

　（うち）65歳以上

　３ケ月以上１年未満 人 人 人

　（うち）65歳未満

　（うち）65歳以上

　１年以上 人 人 人

　（うち）65歳未満

　（うち）65歳以上

※実績値の記入方法

1． インターネットで「リムラッド」を検索し、ReMHRAD - 地域精神保健福祉資源分析データベース（https://remhrad.jp/）にアクセスする。

2． トップページで「在・退院者の状況」＞「在院」を選択。都道府県を選択し、「自治体を指定」で自治体を選択する。

3． 「年齢区分」で65歳未満/65歳以上、入院期間をそれぞれ選択すると各期間での入院者数が示される。

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステ
ムの構築」についての目標値等

※地域移行支援給付目標値、協議の場の開催回数等、
　貴自治体の目標内容を記載してください。

　精神病床における急性期・回復期・慢性期入院患者数（合計）

【実績値】地域生活移行者数の割合（C/A)

【実績値】地域生活移行者数の累積値（D)

【実績値】地域生活移行者数の累積値に占める割合（D/A)

令和元年度末時点の施設入所者のうち、地域生活移行者の割合（B/A）

目標達成のための方策

令和元年度（2019年度）末時点の施設入所者数（A）

【目標値】令和５年度（2023年度）末時点の地域生活移行者数（B）

【実績値】地域生活移行者数（C)

令和元年度（2019年度）末時点の施設入所者数（A）

【目標値】令和５年度（2023年度）末時点の施設入所者の減少見込数（B）

令和元年度末時点の施設入所者のうち、施設入所者の減少見込の割（B/A）

目標達成のための方策

【実績値】施設入所者の減少数（C)

【実績値】施設入所者の減少割合（C/A)

【実績値】施設入所者の減少数の累積値（D)

【実績値】施設入所者の減少数の累積値に占める割合（D/A)
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（様式２）必要な機能及び運営状況の評価指標に係るチェックリスト

Ⅰ．地域生活支援拠点等の機能に関する評価指標 

(a)

a-01① 拠点コーディネーターを配置しているか

常勤 非常勤

1.

2.

3.

4.

5.

専従 兼務

1.

2.

3.

4.

5.

a-01②
配置している場合、コーディネーターとして期待される
役割を担うことができているか

a-02①
緊急時の支援が見込めない障害者等を拠点等として事前
に把握しているか

a-03①
緊急時の支援が見込めない障害者等の登録・名簿管理を
しているか

a-03② 事前把握した名簿の更新を行っているか

a-03③
緊急時に対応するために必要な情報（障害者等の状態
像、同居する家族の連絡先等）を適切に把握しているか

a-04①
「緊急時の受け入れ・対応」の実施機関との間で情報共
有をしているか

a-04②
個別事例ごとに、緊急時の対応の仕方や協力機関が決め
られていて、障害者等・家族・関係機関等と共有されて
いるか

a-04③
緊急時に利用する機関がある場合に、平時において障害
者等・家族がその機関を見学、体験利用等を行っている
か

a-05①
事前把握していない障害者等について、緊急時の対応が
必要になった際に、支援できる体制について検討・準備
しているか

a-05②

障害福祉サービスの支給決定を受けていない障害者につ
いて、緊急時の対応が必要になった際に、市町村長が
「やむを得ない理由による措置」に基づき支援できる体
制について検討・準備しているか

a-06
複数法人が拠点機能を担う場合
の指揮命令系統の構築について

a-06①
緊急時対応の場合において、必要に応じて市町村による
対応指示が行われる体制を確保するなど、指揮命令系統
を確保しているか

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

在宅の障害者等の地域生活継続の支援ニーズの把握

地域の体験宿泊先や緊急受入先の確保・開拓

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

【要支援者の事前把握及び体制】緊急対応など支援が必要となる障害者等（強度行動障害者や医療的ケアが必要な重症心身障害者、潜在的要支援者等）の
　　　　　　　　　　　　　　　事前把握・登録・名簿管理、関係機関との情報共有

評価項目 評価指標 取組状況（充足度）

a-01
拠点コーディネーター
の配置

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項１：　拠点コーディネーターの配置場所と配置人数（常勤・非常勤別）

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：　拠点コーディネーターが担っている業務内容（該当するものに○）

基幹相談支援センター

市町村障害者相談支援事業

指定相談支援事業所

グループホーム、障害者支援施設、宿泊型自
立訓練等の事業所

拠点単独の事業所・事務室

 ◆確認事項２：　拠点コーディネーターの配置場所と配置人数（専従・兼務別）

基幹相談支援センター

市町村障害者相談支援事業

指定相談支援事業所

グループホーム、障害者支援施設、宿泊型自
立訓練等の事業所

拠点単独の事業所・事務室

※拠点コーディネーターとは、地域生活支援拠点等の運営を中心に
担う職員として、次の機能・業務内容を担う者を想定しています。
【機能①】緊急時の支援が見込めない者を事前に把握・登録した上
で、常時の連絡体制を確保し、障害の特性に起因して生じた緊急の
事態等に必要なサービスのコーディネートや相談その他必要な支援
を行う機能
【機能②】地域の様々なニーズに対応できるサービス提供体制の確
保や、地域の社会資源の連携体制の構築等を行う機能

※専従の拠点コーディネーターとは、上記の機能①②を担う職員と
して配置された者であって、かつ、他の機関・事業所を兼務してい
ない者を指します。

a-02
緊急時の支援が見込めない障害
者等の事前把握

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：　事前に把握している対象者の状態像（該当するものに○）

a-03

強度行動障害

高次脳機能障害

サービスの利用に繋がっていない障害者等

その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

a-05
事前把握していない障害者等へ
の緊急時の対応の準備について

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

緊急時の支援が見込めない者の事前把握・登録

常時の連絡体制の確保（拠点コーディネーターが中心となって複数の機関等により常時の連
絡体制を整備している場合を含む）

緊急時のコーディネートや相談支援等の個別対応

入所施設・病院からの地域移行ニーズの把握

専門性を高めるための人材養成研修の企画・実施

地域移行・地域生活の継続支援のための関係機関・事業所による連携会議の開催

地域生活支援拠点等の広報・周知

医療的ケアが必要な重症心身障害

遷延性意識障害

事前把握した緊急時の支援が見
込めない障害者等の登録・名簿
管理

a-04

事前把握した緊急時の支援が見
込めない障害者等の名簿の「緊
急時の受け入れ・対応」につい
て実施機関との間で情報共有
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(b)

b-01①
拠点等として「相談」を行う実施機関を位置付けている
か

設置数（箇所）

1.

2.

3.

4.

b-02① 24時間の相談体制を確保しているか

b-03①
拠点等において「相談」に関わる実施体制の人員に不足
はないか

1. 人

2. 人

b-03②
緊急的な相談について必要に応じて緊急受入や緊急訪
問、関係機関につなげるなど、適切に対応ができている
か

(c)

c-01①
「緊急時」の該当基準や要支援者の受入基準を策定し、
実施機関に周知しているか

c-01②
「緊急時」に適切に対応するためのマニュアルやフロー
チャートを策定し、実施機関に周知しているか

c-02① 「緊急時の受入・対応」の機関は十分に確保しているか

要支援者の受け入れ要請の相談受付件数 件／月

箇所数の合計 空室の合計（室）

1.

2.

3.

4.

5.

箇所数の合計

1.

2.

c-02②
不足する場合、地域の緊急受入先の確保・開拓をしてい
るか

c-02③
緊急保護時の不測事態に備えた医療機関等との連携体制
を確保しているか

c-03①
自拠点等での受け入れ困難時に備えた他事業所（拠点等
の「緊急時の受け入れ・対応」の実施機関でない事業
所）との連携体制を確保しているか

c-03②
自拠点等で受入困難時の連携している事業所の担当者及
び連絡先を把握し、事業所内で共有しているか

c-03③
当該事業所において、受け入れ対応が可能（又は困難）
な障害者等の状態像を把握しているか

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

市町村障害者相談支援事業

その他の事業所又は機関

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

評価項目 評価指標

c-01 緊急時の連絡調整のルール策定

その他の事業所（　　　　　　　　）

「相談」に関わる職員数

（うち）相談支援専門員の人数

短期入所事業所

グループホーム

障害者支援施設

宿泊型自立訓練

その他（マンション等）

 ◆確認事項３：拠点等として緊急時対応を行う事業所

訪問系サービス事業所

b-03
拠点等において「相談」に関わ
る実施体制

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：実施体制

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

【相談機能】把握した緊急対応など支援が必要な障害者等からの緊急時を含む相談体制の確保

評価項目 評価指標 取組状況（充足度）

b-01
拠点等として「相談」の実施機
関の位置付け

b-02

基幹相談支援センター

c-03

自拠点等での受け入れ困難時に
備えた他事業所（拠点等の「緊
急時の受け入れ・対応」の実施
機関でない事業所）との連携体
制の確保

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

c-02
拠点等として「緊急時の受け入
れ・対応」の実施体制

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

指定相談支援事業所

 ◆確認事項１：要支援者の受け入れ要請の相談受付件数

 ◆確認事項２：拠点等として確保している空室の数（空室の合計は受入可能人数の目安）

取組状況（充足度）

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

【緊急時の受け入れ・対応】把握した緊急対応など支援が必要な障害者等からの緊急時の受け入れ先の確保

拠点等の「相談」の実施機関に
おける緊急時の相談体制の確保

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項１：体制の確保方法（該当するものに○）

 ◆確認事項２：対象者の範囲（該当するものに○）

単独の相談支援事業所による体制

 ◆確認事項：拠点等における「相談機能」の実施機関

対象区域のうち事前に登録した全て又は一部の障害者等（法定サービスの対象者を除く）

対象区域全ての障害者等（法定サービスの対象者以外）

複数の相談支援事業所による体制

グループホーム等との連携による体制

法定サービス（自立生活援助・地域定着支援）の障害者等
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(d)

d-01
入所施設・精神科病院等からの
地域移行に係るニーズの把握活
動について（１）

d-01①
入所施設や精神科病院等からの地域生活への移行につい
て、ニーズの把握活動を定期的に実施しているか

d-02
入所施設・精神科病院等からの
地域移行に係るニーズの把握活
動について（２）

d-02①

入所・入院中の障害者等一人ひとりの地域移行のニーズ
について、本人のもとへ訪問して面接する等を行い、拠
点コーディネーターが中核となって収集しながら計画相
談の相談員が適切に把握しているか。また、地域移行支
援等、地域移行や移行後の生活を支える社会資源等につ
いて説明を行っているか。

d-03
在宅の障害者等の地域生活継続
の支援ニーズの把握

d-03①
在宅の障害者等の地域生活継続の支援ニーズを拠点コー
ディネーター等が把握しているか

(e)

e-01① 拠点等として「体験の機会・場」を確保しているか

箇所数の合計

1.

2.

3.

4.

5.

6.

e-01②
確保している場合、対象となる利用者の範囲・場所は
ニーズに照らして十分なものとなっているか

体験利用の希望者数 （うち）待機者数 実際の利用者数

 
1.

グループホームの体験利
用

 
2.

一人暮らしに向けた体験
宿泊

 
3.

緊急時の対応を想定した
体験利用

4. 通所事業所の体験利用

e-02 地域の体験宿泊先の確保・開拓 e-02①
拠点コーディネーターを中心として活用可能な空き家・
公民館等、障害福祉サービス事業所以外の社会資源の開
拓をしているか

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムにおける協議の場への参画

【体験の機会・場の確保】把握した地域生活への移行や継続のニーズを踏まえた地域生活の体験宿泊等の実施

通所事業所の体験利用

親元等からの自立や、一人暮らしに向けた体験宿泊等

グループホームの体験利用

精神科病院に長期入院している障害者等の数の把握

緊急時の対応を想定した、平時において行うグループホーム等の体験宿泊等

通所事業所の体験利用

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：実施した地域移行のニーズ調査（該当するものに○）

※希望者数・(うち)待機者数を確認することにより、体験利用・体
験宿泊について対応できたニーズ、対応できなかったニーズを把握
します。

宿泊型自立訓練

グループホームの体験利用

 ◆確認事項：把握した体験利用のニーズと拠点等における実績

【地域移行のニーズ把握】障害者等の入所施設や精神科病院等からの地域生活への移行や地域生活の継続についてのニーズの把握

 ◆確認事項：把握した体験利用のニーズ（該当するものに○）

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：把握した体験利用のニーズ（該当するものに○）

グループホームの体験宿泊等

親元等からの自立や、一人暮らしに向けた体験宿泊等

評価項目 評価指標 取組状況（充足度）

e-01
拠点等として「体験の機会・
場」の確保

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項１：「体験の機会・場」に関する実施機関の体制

 ◆確認事項２：対象者の範囲（該当するものに○）

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

一人暮らしに向けた体験宿泊

緊急時の対応を想定した体験利用

通所事業所の体験利用

通所事業所

障害児関連の事業所

その他（　　　　　　　　　      ）

短期入所事業所

グループホーム

緊急時の対応を想定した体験利用

入所施設に入居している障害者等の数の把握

評価項目 評価指標 取組状況（充足度）

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：直近１年間で新たに設けた体験宿泊先
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(f)

f-01① 専専門的な人材の確保・養成のニーズを把握しているか

f-01② 専門的な人材の確保・養成の研修を実施しているか

f-02
拠点等の実施機関からのニーズ
を踏まえた外部研修の活用又は
受講推奨

f-02① 外部研修の情報収集や受講の勧奨を行っているか

f-02②
収集した研修の情報を地域の関係機関等に情報提供して
いるか

(g)

g-01
緊急時の受け入れ・対応のため
の取り組み

g-01①
拠点コーディネーターが中心となって、緊急時の受け入
れや対応に関することを協議するための関係機関・事業
所による連携会議等を実施しているか

g-01②
連携会議等において、緊急時の受け入れ・対応について
対応できた事例や対応しきれなかった事例、地域課題等
について取り扱われているか。

g-02
地域移行・地域生活の継続支援
のための取組

g-02①
拠点コーディネーターが中心となって、入所・入院等か
らの地域移行に関することを協議するための関係機関・
事業所による連携会議を実施しているか

g-02②
連携会議等において、入所・入院中等からの地域移行に
ついて対応できた事例や対応しきれなかった事例、地域
課題等について取り扱われているか

g-03 共通事項 g-03①
地域の協力機関数が十分か。ニーズに対して地域の社会
資源等が不足している場合に、協力依頼して登録事業所
を増やす等、対応を図っているか

g-03② 地域体制強化共同支援加算を算定しているか

1. 地域体制強化共同支援加算の算事業者数 事業所／年

2. 地域体制強化共同支援加算の算定回数 回／年

g-03③
地域生活支援拠点等として取り組んでいる、独自の活動
や取り組みがあるか

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆地域生活支援拠点等として取り組んでいる、独自の活動や取り組み、特色等＜自由記述＞

 ◆確認事項：具体的な取組内容

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

【地域の体制づくり】地域生活の安心の確保と地域生活への移行と継続を支援するための地域の体制づくりの実施

評価項目 評価指標 取組状況（充足度）

f-01
専門性を高めるための人材養成
研修のニーズの把握及び実施

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：拠点等の実施機関が実施している研修例（該当するものに○）

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

【専門的人材の確保・養成】専門性の確保に向けた取組の実施

評価項目 評価指標

 ◆確認事項：地域体制強化共同支援加算の算定状況

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

取組状況（充足度）

強度行動障害への対応

その他支援が困難な人への対応

医療的ケアが必要な人への対応

ひきこもりへの対応
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Ⅱ．地域生活支援拠点等の運営状況に関する評価指標 

(h)

h-01①
拠点等に位置づけられている事業所名や相談窓口等を利
用者等及び地域住民（学校関係者・保護者を含む）に幅
広く周知しているか

h-02 市町村（整備主体）の役割 h-02①

拠点等の運営に当たって市町村内に担当者を配置し、拠
点等機関コアメンバー（地域生活支援拠点等に位置付け
られている機関の管理者等）と連携して個別の支援ケー
スの対応状況について定期的（月に１～２回程度）に情
報共有を行っているか

h-03

関係機関との連携状況
（援拠点等に位置づけられてい
る機関同士の有機的な連携、拠
点等以外の機関との連携を含
む）

h-03①
地域生活支援拠点等の運営について、コーディネーター
と市町村担当者が密に連絡を取り合い、官民協働で取り
組めている実感があるか

h-03②

前記①のコーディネーターと担当者を含めて、拠点等の
運営について企画・検討する際に、圏域内で中核となる
機関や人と協力体制を作り、コアメンバーを形成して協
議できているか

拠点等のホームページに掲載

その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【地域生活支援拠点等の運営状況】地域住民に対する周知・広報ならびに関係機関との連携体制の構築

市町村の広報誌への掲載

役所の相談窓口において紹介

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

 ◆確認事項：周知方法（該当するものにチェック）

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

〔チェック欄（プルダウン選択）〕

h-01
地域住民に対する拠点等の存
在・役割の広報・周知

評価項目 評価指標 取組状況（充足度）
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　協議会等による評価を踏まえ、対応出来たニーズへの支援や連携について評価を行

うとともに、対応出来なかったニーズから地域課題を抽出し、解決方法やアプローチ

等について対応策の協議を行います。

地域生活支援拠点等の機能の検証・検討の流れ

【Ｐlan】「拠点に期待される役割」の認識共有・確認

コアメンバー（市町村担当者・協議会三役・相談室あい等）が拠点運営会議等におい

て自圏域における地域生活支援拠点等の設置や運営に関して、期待される役割や機能

にについて認識の共有・確認を行います。

【Ｐlan/Do】地域生活における安心の確保、地域生活への移行・継続の支援を図るた

め利用者等からのニーズの適切な把握

地域の障害者等や家族のニーズ把握に努めます。ニーズを把握するために、障害者等や家族、

相談支援事業所や障害福祉サービス事業所等の関係機関に対するアンケートやヒアリングの実

施も考えられます。サービス利用に繋がっていない障害者等については、保健師や生活保護

ワーカー、地域の民生委員等を通じてニーズを把握する等、コアメンバーで検討して実施しま

す。

【Ｃｈｅｃｋ①】評価指標を活用した機能の実施状況の自己評価

市町村（自立支援）協議会に報告する前段階において、コアメンバーは評価指標の様

式を用いて各機能の実施状況及び運営状況を検証し、充足度の自己評価を行います。

また、対応出来た/対応出来なかったニーズについて認識の共有・確認を行います。さ

らに現状と課題を整理し、今後の対応等を検討します。

　市町村（整備主体）は拠点等の整備・運営を中心になって担うコアメンバー（市町村担当者や拠点コー

ディネーター、地域生活支援拠点等に位置づけられている機関の管理者等）とともに、地域生活支援拠点等

に必要な機能について実施状況を定期評価し、地域課題の抽出及び対応策の検討を行う必要があります。

　こうした取り組みは、ＰＤＣＡサイクルの視点で継続的に行う必要があります。

伊達市地域生活支援拠点の機能検証・評価について(別紙1）

【Ｃｈｅｃｋ②】協議会への報告と利用者・関係者等による評価の実施

　協議会等の会議体に参加している障害者等や家族、地域の関係者などによる評価

（以下、「協議会等による評価」）を行います。協議会等による評価は、評価指標の

様式を用いて行います。

【Ａｃｔｉｏｎ】協議会等による評価を踏まえた不足する施策の検討・提案・実施

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ4

ＳＴＥＰ5



1

地域生活支援拠点評価検証（ＰＤＣＡ）のイメージ図（別紙２）

伊達市地域自立支援協議会〔年４回〕

・相談室あいの運営に関すること
・伊達市障がい福祉計画、障がい者計画の点検・評価
・専門部会の活動報告と課題の検討（事例検討等）の報告
・各機関からの情報提供
・伊達市地域生活支援拠点事業報告
STEP4（Check②）

地域生活支援拠点運営会議

・福祉課障がい者福祉係＋会長・副会長・事務局
・地域生活支援拠点事業の検証、推進
STEP１、STEP2、STEP3（Plan、do、Check）

地域生活支援拠点センター（相談室あい）が
イニシアチブをとり、体験利用や緊急対応事例
に対して、サービスに該当する拠点構成事業所
の窓口担当者を招集、開催する
STEP5（Ａｃｔｉｏｎ）

拠点構成事業所会議〔随時開催〕



資料４－３ 

だて地域生活支援センター らいと 

日中サービス支援型共同生活援助 運営報告 
 

１ 利用人数（令和７年５月１日現在） 

（１）いちょう  男性 ９名（定員９名）  

※うち1名三恵病院入院中 

（２）ほおずき  女性  ８名（定員９名）  

※うち1名三恵病院入院中 

 

２ 利用状況 

（１）男性ホーム「いちょう」 

３月末に１名が介護施設へ異動となり、４月に介護包括型グループホームでの生活が

困難になった利用者１名が利用移行し定員の９名となっている。 

利用者の状況は変わらず、歩行不安定やバランス保持困難になりつつあり、日常的な

見守りや介助が必要な方が多く、事故やインシデントも増えている。 

通院も増えているが、変わらず認知症の症状等により通院が難しくなっているケース

の対応に苦慮している。 

（２）女性ホーム「ほおずき」  

   昨年４月から入院している利用者は、現在も入院継続中で、退院は難しいと言われて

いるものの、異動先の目処は未だ立っていない。 

   また、５月１２日に介護施設へ１名が異動、他に１名が介護施設への異動のため待機

している。 

（３）日中活動ｙａｍａ 

女性１名がほかの生活介護事業所から利用異動し、男性６名、女性５名(１名は入院

中)が利用している。 

恒常的な人手不足は継続しており、今後もグループホーム世話人の助勤は不可欠な状

況となっている。 

今年１０月から特定技能外国人労働者を雇用する予定である。 

活動内容は、入浴支援の他、カラオケや軽運動・レク等、個別では「ちぎり」等の活

動を行っている。 

（４）短期入所受け入れ状況 

女性は、変わらず１名が毎週末に定期的な利用希望がある。 

男性は、３名の見学があり、そのうち２名が利用契約し５月以降に体験利用を予定し

ている。 

 

３ 現状と課題 

引き続き利用者の意思やご家族の意向を確認しつつ、ケアマネージャーと連携し本人

にとってより良い生活のあり方を模索し、状況によっては介護施設や医療施設への移

行を検討する。 

家族(連絡先)がない利用者の成年後見人の申請手続きを順次進めている。 

また、だて地域生活支援センターで支援しているグループホームの利用者が、全体的

に高齢化が進んでおり介護度が上がっている事から、空き状況を見ながら日中サービ

ス支援型グループホームへ移行を希望するケースが増えている。 
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